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農林畜産業の支援
●基幹産業である農林畜産業の６次産業化
を積極的に支援します。

●共進会対策などをはじめとした畜産振興
を引き続き進めていきます。

安心安全なまちづくり
●都城志布志道路の早期全線開通に向けて、
さらに積極的に取り組みます。

●山之口 SAスマート ICの整備を進めてい
きます。

●新防災行政無線の整備・活用を進め、市
民の生命や財産を守ります。

「人創り」のための教育支援
●外国語指導助手（ＡＬＴ）を増員し、子
どもたちの語学力向上・国際感覚を醸成
します。

●小学校図書館サポーターを増員し、子ど
もたちの読書環境の更なる改善を図りま
す。

●小中学校の校舎などの耐震化を引き続き
進めていきます。

●家庭の絆を深め、人間力あふれる子ども
たちを育てるため、毎月第３日曜日の「家
庭の日」を推進します。

地場産業の支援
●都城大丸跡地の再生に関する民間の取り
組みを支援し、市民ニーズに沿ったまち
づくりを進めていきます。

●都城インター工業団地の整備を着実に進
め、企業誘致に取り組みます。

スポーツ・文化活動支援
●スポーツ・文化活動支援のため、関連施
設の整備などに取り組みます。

●市立図書館の整備の検討や小中学校図書
室の充実などを図り、市民が本に親しむ
環境づくりを進めます。

医療・福祉・子育て支援
●都城市郡医師会病院の移転新築工事を、
関係者と連携して着実に進めます。

●こども基金を活用した事業などにより、
子育て世代への支援を行っていきます。

行財政改革
●市民サービスの維持・向上を図りながら、
職員数削減などの行政改革を行います。

●財政健全化４指標の目標値を確保し、健
全な財政運営を行います。

今年の主な施策
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２
０
１
３
年
の
主
な
出
来
事

 

１
月

○
モ
ン
ゴ
ル
に
風
力
発
電
機
を
贈
る

　

会
が
、
モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
館
か
ら
表

　

彰
を
受
け
る

 

２
月

○
ス
ペ
シ
ャ
ル
五
輪
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

　

イ
ン
グ
競
技
で
、
橋
口
美
智
代
さ
ん

　

が
銅
メ
ダ
ル
２
個
を
獲
得

○
都
城
市
と
都
城
地
域
雇
用
創
造
協

　

議
会
、
都
城
商
工
会
議
所
、
県
中
小

　

企
業
家
同
友
会
の
４
者
で
、
企
業
家

　

育
成
支
援
協
定
書
を
締
結

 

３
月

○
関
之
尾
滝
の
伝
説
を
紙
芝
居
に

○
㈱
ハ
ー
ト
シ
テ
ィ
都
城
が
都
城
大

　

丸
跡
地
を
取
得

 

４
月

○
事
業
担
当
副
市
長
に
児
玉
宏ひ
ろ
の
り紀
さ

　

ん
が
就
任

○
西
岳
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
地
区
公

　

民
館
、
小
学
校
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

　

ス
が
完
成

○
市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
学
校
運

　

営
協
議
会
を
設
置

 

５
月

○
都
城
志
布
志
道
路
の
県
境
部
分
の

　

未
着
工
区
間
が
事
業
化

○
県
内
最
大
規
模
の
砂
防
ダ
ム
「
望の
ぞ
み
ば原

　

谷る

第
１
砂
防
え
ん
堤
」
が
完
成

20132013 年は、都城志布志道路の県境部分の新規事業化や、山之口サービスエリアのスマート・年は、都城志布志道路の県境部分の新規事業化や、山之口サービスエリアのスマート・
インターチェンジの整備が決定するなど交通基盤整備が大きく前進。また、新燃岳の噴火インターチェンジの整備が決定するなど交通基盤整備が大きく前進。また、新燃岳の噴火
警戒レベルが下げられたことから２年９カ月ぶりに登山道が規制解除されたり、都城大丸警戒レベルが下げられたことから２年９カ月ぶりに登山道が規制解除されたり、都城大丸
跡地の土地・建物の再生計画案の概要が決まったりするなど、希望あふれる未来を予感さ跡地の土地・建物の再生計画案の概要が決まったりするなど、希望あふれる未来を予感さ
せる１年でもありました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せる１年でもありました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　秘書広報課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　秘書広報課　☎☎ 2323－－31743174
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県内外へ都城を広くPRするみやこんじょ
大使を新設。第１号に宮田若奈さん

4月

やまさき十三さん原作の「釣りバカ日誌」
原画展を開催

5月

 

６
月

○
池
田
宜
永
市
長
が
、
福
岡
県
福
津
市 

　

で
就
任
後
初
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

 

７
月

○
第
７
回
全
国
モ
ー
モ
ー
母
ち
ゃ
ん
の

　

集
い
in
み
や
ざ
き
が
開
催

○
友
好
交
流
都
市
「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

　

市
」
へ
高
規
格
救
急
車
を
贈
呈

 

８
月

○
は
ば
た
け
都
城
！　

６
次
産
業
化
推

　

進
大
会
を
開
催

 

９
月

○
山
之
口
Ｓ
Ａ
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設

　

置
が
決
定

○
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
、
来
館
者

　

１
０
０
万
人
を
突
破

 

10
月

○
吉
都
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年
を
祝

　

い
、
都
城
駅
で
記
念
式
典
を
開
催

○
都
城
大
丸
跡
地
の
受
け
皿
会
社
「
㈱

　

ハ
ー
ト
シ
テ
ィ
都
城
」
が
、
再
生
構

　

想
を
発
表
。
市
立
図
書
館
や
商
業
施

　

設
な
ど
を
計
画

○
２
年
９
カ
月
ぶ
り
に
新
燃
岳
登
山
道

　

の
規
制
解
除

 

11
月

○
本
市
出
身
や
ま
さ
き
十
三
監
督
の
映

　

画
「
あ
さ
ひ
る
ば
ん
」
公
開

 

12
月

○
本
市
出
身
の
外
交
官
、
井
ノ
上
正
盛

　

さ
ん
が
イ
ラ
ク
で
殉
職
し
て
10
年
。

　

母
校
上
長
飯
小
で
追
悼
式

山之口地区乗り合いタクシー「あじさい」
運行開始。高齢者の便利な足に

勇壮なみこし宮入の儀が見物客らを魅了
した「おかげ祭り」

都城市公式フェイスブックページを開設。
市内のさまざまな情報を発信

豪華観光寝台列車「ななつ星」の第1便が
都城駅に到着

１月

スペシャル五輪で銅メダル。橋口美智代
さんへ都城市長賞を贈呈

6月

7月

8月

10月

インタビューインタビュー街頭
　自分たちで作っ
た農作物を加工し
て、地域の人たち
に食べてもらえる
ことが嬉しいで
す。今後は、がね
などの郷土料理を
全国の人に食べて
もらえるように工
夫して加工品の販
売をしたいです。

農事組合法人
きらり農場高木
理事

山中美代子さん

　昨年は、都城志
布志道路の未着工
区間の事業化が決
まり、大きな課題
が解決しました。
今後も、国や県、
市など官民一体と
なって全線開通へ
向けて進めていき
たいです。

　練習は厳しく大変でしたが、好き
だったバレーボールを続けることが
できてうれしかったです。また、み
んなの夢だった春高バレーに出場す
ることもでき充実した１年でした。

都城土木事務所　
所長

谷口　幸雄さん

都城工業高校男子バレーボール部

（右） 守山　千
ちさと

仁さん （中央） 滝谷　光平さん
（左） 園田健志郎さん
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財政状況財政状況財政状況財政状況
市では、皆さんの納めた税金などがどのように使われているかをお知らせ市では、皆さんの納めた税金などがどのように使われているかをお知らせ
するため、財政状況を年２回公表しています。今回は、平成するため、財政状況を年２回公表しています。今回は、平成 2424 年度の決算年度の決算
状況と平成状況と平成 2525 年度の予算（９月補正時点）をお知らせします。年度の予算（９月補正時点）をお知らせします。
　　　　　　　　◎問い合わせ　　　　　　　　◎問い合わせ

一般会計・特別会計について　財政課　一般会計・特別会計について　財政課　☎☎ 2323－－21132113 　　
水道事業について　　　水道局業務課　水道事業について　　　水道局業務課　☎☎ 2323－－45104510 　　

形式収支で 15 億 3,698 万円の黒字、平成 25 年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実質収支
では 12 億 3,865 万円の黒字決算となりました。

※交付税措置額とは、市債残高のうちその償還について、国が地方交付税に算入するとした額です。また、
　水道事業の資本的収支の不足額は、留保資金などで補てんしました

平成24年度一般会計決算

平成24年度決算状況 平成24年度末市債の状況
会　計　名 歳　入 歳　出 起債残高 交付税措置額 実質負担額

一　般　会　計 699億　801万円 683億7,104万円 750億2,669万円 544億4,583万円 205億8,086万円 

特別
会計

食肉センター 1億1,780万円 1億1,780万円 7億5,511万円 7億5,511万円 
下水道事業 29億1,741万円 29億1,386万円 226億9,394万円 112億9,936万円 113億9,458万円 
国民健康保険 220億　791万円 220億　254万円 
後期高齢者医療 18億2,552万円 18億2,179万円 
公設地方卸売市場事業 4,363万円 4,363万円 1億1,278万円 1億1,278万円 
農業集落下水道事業 5億4,767万円 5億4,767万円 45億1,501万円 28億5,296万円 16億6,205万円 
整備墓地 3,191万円 3,191万円 2億5,619万円 2億5,619万円 
工業用地造成事業 1億　103万円 1億　103万円 4億8,860万円 4億8,860万円 
介護保険 148億5,827万円 147億9,038万円 
御池簡易水道事業 8,425万円 8,411万円 5,730万円 77万円 5,653万円 
簡易水道事業 4億6,645万円 4億6,570万円 8億　524万円 2億3,518万円 5億7,006万円 
電気事業 3,200万円 3,136万円 
山之口総合交流活性化センター 9,127万円 9,127万円 3,000万円 3,000万円 0万円
高城健康増進センター等管理事業 1億5,678万円 1億5,678万円 1億3,111万円 1億3,111万円 0万円

合　計 432億8,190万円 431億9,983万円 298億4,528万円 145億4,938万円 152億9,590万円 

企業
会計

水道事業（収益的） 22億9,038万円 19億9,286万円 91億5,816万円 91億5,816万円 水道事業（資本的） 5億　419万円 12億3,428万円 

民生費民生費
252252 億億 1,4381,438 万円万円

36.936.9%%

公債費公債費
9494 億億 6,6196,619 万円万円

13.813.8%%

総務費総務費
8181 億億 3,6193,619 万円 万円 

11.911.9%%

土木費土木費
5757 億億 6,7886,788 万円 万円 

8.48.4%%

教育費教育費
5454 億億 5,6425,642 万円 万円 

8.08.0%%

衛生費衛生費
4949 億億 7,7637,763 万円 万円 

7.37.3%%

農林水産業費農林水産業費
3636 億億 2,6742,674 万円 万円 

5.35.3%%

商工費商工費
2525 億億 9,3839,383 万円 万円 

3.83.8%%

消防費消防費
2222 億億 2,6012,601 万円 万円 

3.33.3%%
その他その他

99億億 576576 万円 万円 
1.31.3%%地方交付税地方交付税

207207 億億 2,0582,058 万円 万円 
29.629.6%%

市税市税
178178 億億 745745 万円 万円 

25.525.5%%

国・県支出金国・県支出金
136136 億億 9,7099,709 万円 万円 

19.619.6%%

市債市債
7070 億億 9,6519,651 万円 万円 

10.210.2%%

繰入金繰入金
66億億 9,2919,291 万円 万円 

1.01.0%%
諸収入諸収入

2525 億億 2,8272,827 万円 万円 
3.63.6%%

その他その他
7373 億億 6,5206,520 万円 万円 

10.510.5%%

歳出
決算総額
683億7,103万円 

歳入
決算総額
699億801万円 

都
城
市
の

62014.1



当初予算（737 億 3,000 万円）と比較して、10 億 746 万円の増となっています。

平成25年度一般会計予算（９月補正時点）

項　　目 金額 割合
給料（市税など） 89,559円 29.9%
子どもからの仕送り（地方交付税） 88,919円 29.6%
その他の収入（使用料・手数料など） 22,948円 7.6%
親戚などからの援助（国・県支出金）58,780円 19.6%
前月分繰り越し（繰越金） 6,367円 2.1%
預貯金の取り崩し（繰入金など） 2,973円 1.0%
新たな借入金（市債） 30,454円 10.2%

項　　目 金額 割合
食費（人件費） 49,000円 16.3%
保険料や医療費（扶助費） 70,968円 23.7%
ローン返済（公債費） 40,623円 13.5%
その他の生活費（維持補修費など） 89,226円 29.7%
預貯金（積立金） 11,597円 3.9%
家屋の増改築（投資的経費） 31,991円 10.7%
※ 6,595 円（2.2%）は翌月へ繰り越し

収　入 支　出

平成24年度一般会計決算を、月額30万円の家計に置き換えると

【
歳
入
】

●
地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得
税
や
法
人
税
、酒
税
、消

　

費
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
国
が
地
方
へ
再
配
分
す

　

る
税

●
市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

　

税
な
ど

●
国
・
県
支
出
金
／
特
定
の
目
的
の
事
業
に
充
て
る
た
め
の

　

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

●
市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
財
源
と
な
る

　

借
入
金

●
繰
入
金
／
一
般
会
計
や
特
別
会
計
、
基
金
な
ど
の
会
計
間

　

の
資
金
の
や
り
と
り

【
歳
出
】

●
民
生
費
／
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の

　

福
祉
全
般
の
経
費

●
総
務
費
／
選
挙
や
戸
籍
、徴
税
、庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

●
公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

●
教
育
費
／
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、文
化
財
保
護
な
ど
の
経
費

●
土
木
費
／
道
路
や
公
園
整
備
、
住
宅
管
理
な
ど
の
経
費

●
農
林
水
産
業
費
／
農
業
や
林
業
振
興
な
ど
の
経
費

●
衛
生
費
／
清
掃
や
保
健
衛
生
な
ど
の
経
費

●
一
般
会
計
／
道
路
整
備
や
ご
み
収
集
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　

提
供
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計

●
特
別
会
計
／
介
護
保
険
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
、

　

特
定
の
収
入
（
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
）
で
そ
の
仕
事
の

　

支
出
を
賄
う
会
計

●
企
業
会
計
／
そ
の
仕
事
自
体
に
収
益
（
使
用
料
）
が
あ
り
、

　

そ
の
収
益
で
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
性
の
会
計

●
形
式
収
支
・
実
質
収
支
／
形
式
収
支
は
歳
入
決
算
総
額
か

　

ら
歳
出
決
算
総
額
を
差
し
引
い
た
額
、
実
質
収
支
は
、
こ

　

の
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
額

用語解説

民生費民生費
265265 億億 5,6965,696 万円万円

35.535.5%%

公債費公債費
8888 億億 1,4171,417 万円万円

11.811.8%%

総務費総務費
7878 億億 5,5185,518 万円 万円 

10.510.5%%

衛生費衛生費
116116 億億 6,9456,945 万円 万円 

15.615.6%%

土木費土木費
6060 億億 8,1528,152 万円 万円 

8.18.1%%

教育費教育費
4141 億億 6,8826,882 万円 万円 

5.65.6%%

農林水産業費農林水産業費
4040 億億 2,7732,773 万円 万円 

5.45.4%%

商工費商工費
2525 億億 1,1731,173 万円 万円 

3.43.4%%
その他その他

3030 億億 5,1905,190 万円 万円 
4.14.1%%

地方交付税地方交付税
187187 億億 9,5899,589 万円 万円 

25.125.1%%

市税市税
173173 億億 4,8054,805 万円 万円 

23.223.2%%

国・県支出金国・県支出金
166166 億億 7,1647,164 万円 万円 

22.322.3%%

市債市債
100100 億億 955955 万円 万円 

13.413.4%%

諸収入諸収入
2323 億億 1,6801,680 万円 万円 

3.13.1%%

繰入金繰入金
2828 億億 4,5884,588 万円 万円 

3.83.8%%

その他その他
6767 億億 4,9654,965 万円 万円 

9.19.1%%

歳出総額
747億3,746万円 

歳入総額
747億3,746万円 

都城市の家計簿
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世
代
を
超
え
た
絆
が

地
域
を
守
る
!!

消
防
団
の
役
割

　

消
防
団
は
、
自
分
の
暮
ら
す
地
域
な

ど
で
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
の

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
活
動
す

る
人
た
ち
で
組
織
す
る
消
防
機
関
の

一
つ
で
す
。

　

そ
の
役
割
は
、
消
防
組
織
法
第
１
条

に
「
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を

火
災
か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、
水
火

災
又
は
地
震
等
の
災
害
を
防
除
し
、
及

び
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
地
域
住
民
や
、
そ
の

地
域
で
勤
務
す
る
人
た
ち
の
中
か
ら

構
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情

に
詳
し
く
、
市
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
、
最
も
身
近
で
頼
り
に
な
る
存
在

と
い
え
ま
す
。

消
防
団
の
活
動

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
で
定
め
ら

れ
た
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
火
災

や
自
然
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
消

火
活
動
や
救
助
、
救
援
活
動
を
行
う
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
有
事
に

備
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
っ
た

り
、
防
災
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
１
年
お
き
に
開
催
さ
れ
る
、
消

火
技
術
を
競
う
消
防
操
法
大
会
で
は
、

早
朝
や
夜
間
に
訓
練
を
重
ね
、
技
術
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
身
分

　

消
防
団
員
は
、消
防
職
員
（
消
防
士
）

と
は
異
な
り
、
消
防
活
動
を
な
り
わ
い

と
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
消
防
団
員
の
身
分
は
、
地
方

公
務
員
法
で
は
、
特
別
職
の
公
務
員
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
消
防
団
員
の
活
動
に
対
し

て
、
団
員
の
報
酬
、
災
害
や
訓
練
な
ど

に
出
動
し
た
場
合
の
出
動
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
加
え
、
公
務
災
害
補
償
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
と
し
て
活
躍
す
る
人
た
ち

　

現
在
、
都
城
市
消
防
団
に
は
、
定
数

１
、５
１
１
人
に
対
し
て
、
１
、４
４
３

人
が
入
団
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
約
63

㌫
が
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
の
平
均
年
齢
は
、
41
・
６
歳
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市民の生命と財産を守る地域の頼れる存在、消防団。少子高齢化やサラリー市民の生命と財産を守る地域の頼れる存在、消防団。少子高齢化やサラリー
マン世帯が増えたことで、日中に活動できる団員が不足する現在も、さまマン世帯が増えたことで、日中に活動できる団員が不足する現在も、さま
ざまな年代の人たちが協力して、消防団活動を行っています。ざまな年代の人たちが協力して、消防団活動を行っています。
今回は、消防団の役割や活動内容などについてお知らせします。今回は、消防団の役割や活動内容などについてお知らせします。
◎問い合わせ　危機管理課　◎問い合わせ　危機管理課　☎☎ 2323－－21292129

１年おきに開催される
消防操法大会

世
代
を
超
え
た
絆
が

地
域
を
守
る
!!
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Interview　Interview　Interview　Interview　Interview

女
性
消
防
団
員

　

消
防
団
員
と
し
て
活
動
で
き
る
の

は
、
男
性
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都

城
市
消
防
団
で
は
、
女
性
部
を
組
織
し

て
い
て
、
現
在
、
16
人
の
女
性
消
防
団

員
が
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
た
り
、
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
で

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
啓
発
活
動

な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
の
メ
リ
ッ
ト

　

地
域
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
で
き
る

こ
と
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

●
幅
広
い
年
代
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の

人
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、

世
代
間
の
交
流
が
で
き
ま
す

●
消
防
活
動
以
外
の
地
域
行
事
な
ど
に

も
参
加
で
き
ま
す

●
地
域
の
人
た
ち
と
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
退
団
後
も

地
域
行
事
や
学
校
行
事
な
ど
で
役

立
ち
ま
す

災
害
時
の
消
防
団

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
地
震
で
の
水
門
操
作
や
避
難
誘
導
な

ど
、
消
防
団
の
活
躍
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

災
害
で
、
多
く
の
消
防
団
員
が
尊
い
命

を
失
い
、
ま
た
、
今
で
も
行
方
不
明
の

ま
ま
で
す
。

　

ひ
と
た
び
地
震
や
台
風
な
ど
が
発
生

す
る
と
、
消
防
団
員
は
、
地
域
の
人
た

ち
に
避
難
を
促
す
と
と
も
に
、
消
防
士

な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
救
助
や

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
の
生

命
と
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
、
最
前

線
で
活
動
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
の
消
防
団
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
、
日
々
訓
練
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　今回、山之口方面隊副分団長
の大役を預かることになりまし
た。地域に根差した活動を行う
消防団活動は、さまざまな地域
行事や学校行事でも役立ちます。
消防団活動は「地域の絆づくり
の場」でもあるのです。
　火災など災害現場では、危険
が伴います。今後は、訓練を重
ね、市民の皆さんの生命、財産
を守ることはもちろん、団員の
安全確保にも努めていきたいと
考えています。これから、市民
の皆さんに信頼される消防団で
あり続けるよう、訓練を充実し、
レベルアップを図ります。

　消防団への入団は、自発的な
ものではありませんでした。し
かし、先輩団員の連帯感の強さ
や、地域と地域の人たちを大切
に思い、消防活動に打ち込む姿
を目の当たりにし、次第に消防
団活動と、私の所属する 12 部に
誇りを感じるようになりました。
　現在の消防団員は、公務員や
会社勤めの人が多いため、昼間
の火災などの対応が難しくなっ
てきています。今、求められて
いるのはあなたの力です。あな
たも私たち消防団員の仲間と
なって、地域のため、地域の人
のために貢献してみませんか。

　父と弟が消防団に入っていた
こともあり、抵抗なく入団でき
ました。
　私たち女性消防団は、消火訓
練に加えて、１人暮らしの高齢
者宅を訪問して、生活状況を確
認しています。また、幼稚園・
保育園などで、紙芝居や寸劇を
行い、火災の怖さや火災予防の
大切さを伝えています。
　私たち女性消防団の力を合わ
せることで、市民の皆さんへよ
り効果的な意識付けを行うこと
ができます。地域はもちろん、
家族のため、自分のためと思い、
消防団活動に取り組んでいます。

女性部
部長

木
きがみ

上　恵子さん
（南鷹尾町）

山之口方面隊
分団本部
副分団長

尾
おのうえ

上　秀樹さん
（山之口町山之口）

都城方面隊
祝吉小松原分団
第12部
部長

藤野　直樹さん
（大王町）

児童福祉施設での啓発活動

消
防
団
員
の
募
集

　

市
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
人
で
、
18
歳
以
上
の
健
康

な
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
団
で
き

ま
す
。
あ
な
た
も
地
元
の
消
防
団
に

入
団
し
て
、
地
域
の
安
全
を
守
る
活

動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
今
、
あ
な

た
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課　

☎
23
ー
２
１
２
９
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今
回
か
ら
、
一
部
申
告
会
場
を
統
合

し
ま
し
た
。
申
告
期
間
中
は
全
職
員

が
各
会
場
に
出
向
き
ま
す
の
で
、
本

庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
窓
口
で
の
申

告
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
、

次
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
居
住
地
の
会
場
以
外
で
も
申

告
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
市
・
県

　

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

◎
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
税
課　

☎
23
ー
２
１
２
３

市
・
県
民
税

市
・
県
民
税
の
申
告
申
告
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

申
告
会
場
の
変
更

　

申
告
会
場
が

変
更
と
な
っ
た

地
区
は
、
次
の

通
り
で
す
。

妻
ケ
丘
、
小
松
原
、
五
十
市
、
祝
吉
、

横
市
地
区

 

各
地
区
公
民
館

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

西
岳
地
区

 

西
岳
地
区
公
民
館
（
西
岳
小
学
校  

　

  

体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
）

高
城
地
区

 

様さ
ま
が
の

ヶ
野
営
農
研
修
館
、
高
城
地
区 

　

公
民
館
石
山
分
館（
第
12
自
治
公
民
館
）

 
高
城
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

 
高
城
地
区
公
民
館
石
山
分
館

　

 

（
第
９
、
10
、
11
自
治
公
民
館
）

 

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

山
田
地
区

 

瀬せ
が
や茅
公
民
館
、
田
中
公
民
館
、
平

　

 

山
公
民
館
、
下し

も
じ是
公
民
館
、
大
古

　

 

川
公
民
館
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

　

 

グ
セ
ン
タ
ー
、
山
内
１
公
民
館

 

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

高
崎
地
区

 

前
田
児
童
館
、
江
平
地
区
環
境
改

　

 

善
セ
ン
タ
ー
、
縄
瀬
地
区
活
性
化

　

 

セ
ン
タ
ー
、
東つ

ま

霧
島
多
目
的
集
会

　

 

所
、
高
崎
総
合
支
所

 

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の

あ
る
皆
さ
ん
へ

　

農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
人

は
、
必
ず
事
前
に
経
費
の
計
算
を
し
て

か
ら
申
告
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。
計

算
し
て
い
な
い
場
合
は
、
計
算
後
に
受

け
付
け
し
ま
す
の
で
、
順
番
が
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
、

事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の

人
は
、
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
改
正
は
、
全
て

の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度
市
民
税
・
県
民
税
の

主
な
改
正
内
容

①
個
人
住
民
税
均
等
割
の
税
率
改
正

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
27

年
度
ま
で
に
県
や
市
町
村
が
実
施
す
る

防
災
事
業
に
充
て
る
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
臨
時
の
措
置
と
し
て
個
人
住
民

税
均
等
割
の
税
率
に
つ
い
て
特
例
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
個
人
住
民
税
均
等

割
が
１
、０
０
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、

森
林
環
境
税
を
合
わ
せ
て
年
額
５
、

５
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

■
臨
時
特
例
措
置
の
期
間

平
成
26
年
度
分
〜

35
年
度
分
ま
で
の
10
年
間

■
主
な
使
い
道

公
立
学
校
や
橋
り
ょ
う
の
耐
震
化
、
防

災
無
線
の
整
備
な
ど

②
給
与
所
得
控
除
額
の
上
限
設
定

　

そ
の
年
中
の
給
与
な
ど
の
収
入
金

額
が
１
、５
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
の
給
与
所
得
控
除
額
に
つ
い
て
、

２
４
５
万
円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

都
城
税
務
署
で
の
確
定
申
告

●
期
間　

２
月
12
日
㈬
〜
３
月
17
日
㈪

　
　
　
　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
時
間　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
都
城
税
務
署
内
に
は
、
確
定
申
告
会

　

場
を
開
設
し
て
い
ま
せ
ん

確
定
申
告
書
の
作
成

　

国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
確

定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」で
は
、

画
面
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
所
得
税
や
消
費
税
、
地

方
消
費
税
、
贈
与
税
な
ど
の
確
定
申
告

書
を
作
成
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.keisan.nta.go.jp/h24/

ta.top.htm

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
税
務
署

　

☎
22
ー
４
３
７
７
（
自
動
音
声
）

申
告
の
受
け
付
け
は
、
１
月
30
日
㈭
〜
３
月
17
日
㈪
で
す
。

※
12
時
〜
13
時
は
受
け
付
け
休
止
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月　日 時　間 地　　　　区 場　所
姫
城
地
区

2月 4日
㈫

9：00～12：00 早鈴町、甲斐元町、西町、都島町、松元町、上町

コミュニティ
センター

13：00～16：30 下長飯町、中町、牟田町、八幡町、蔵原町、姫城町
小
松
原
地
区

2月 5日
㈬

9：00～12：00 前田町、平江町、大王町、栄町、北原町、宮丸町、小松原町

13：00～16：30 志比田町

妻
ケ
丘
地
区

2月 6日
㈭

9：00～12：00
妻ケ丘町、若葉町、東町、上東町、
中原町、天神町、菖蒲原町、
花繰町

13：00～16：30 上長飯町、一万城町、広原町

祝
吉
地
区

2月 7日
㈮

9：00～12：00 上郡元、南郡元、年見町、郡元一～四丁目、千町、神之山町

13：00～16：30
祝吉一～三丁目、祝吉町、上川
東一～四丁目、早水町
立野町、下川東一～四丁目

横
市
地
区

3月 6日
㈭

9：00～12：00 都原町
13：00～16：30 横市町、南横市町

3月11日
㈫ 9：00～12：00 蓑原町

五
十
市
地
区

3月11日
㈫ 13：00～16：30 鷹尾一～五丁目、南鷹尾町

3月12日
㈬

9：00～12：00 久保原町、五十町、大岩田町
13：00～16：30 平塚町、今町

中
　
郷
　
地
　
区

1月30日
㈭

10：00～12：00 尾平野 石原
営農研修館13：00～15：30 石原

2月28日
㈮

9：30～12：00 高野原、女橋

中郷地区市民
交流センター

13：00～16：00 大浦、麓
3月 3日
㈪

9：30～12：00 雄児石、嫁坂
13：00～16：00 払川、藤田、正応寺

3月 4日
㈫

9：30～12：00 下安久
13：00～16：00 川内、上安久

3月 5日
㈬

9：30～12：00 東豊満、西豊満
13：00～16：00 大薗、益貫

西
　
岳
　
地
　
区

1月31日
㈮

10：00～12：00 田野、武床、猪子石 折田代
営農研修館13：00～15：30 折田代、（御池町）

10：00～12：00 牛之脛 旧夏尾
保育児童館13：00～15：30 馬渡、御池町

2月 3日
㈪

9：30～12：00 高野町、田野の一部 西岳地区公民館
（クラブハウス）13：00～16：00 美川町

志
和
池
地
区

2月10日
㈪

9：30～12：00 丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺

志和池地区
公民館

13：00～16：00 薄谷、谷頭
2月12日
㈬

9：30～12：00 下水流 2、下水流3、麓
13：00～16：00 下水流１、平原、岩満、崎田

2月13日
㈭

9：30～12：00 上水流中、森田、上水流東
13：00～16：00 上水流西、荒ヶ田、吉行

庄
　
内
　
地
　
区

2月17日
㈪

9：30～12：00 関之尾町

庄内地区
公民館

13：00～16：00 宮島、今屋
2月18日
㈫

9：30～12：00 東区、千草
13：00～16：00 川崎、町区、西区

2月19日
㈬

9：30～12：00 平田、馬場
13：00～16：00 莇、今平、内場、源野

沖
　
水
　
地
　
区

2月24日
㈪

9：30～12：00 都北町、広瀬

沖水地区
公民館

13：00～16：00 吉尾町
2月25日
㈫

9：30～12：00 東高木、上金田
13：00～16：00 西高木

2月26日
㈬

9：30～12：00 太郎坊町
13：00～16：00 下金田、中金田

予
　
備
　
日

3月13日
㈭

9：00～12：00
13：00～16：30 本庁管内全域（予備日）

コミュニティ
センター

3月14日
㈮

3月17日
㈪

月　日 時　間 地　　　　区 場　所
山
之
口
地
区

1月30日
㈭

9：30～11：00 永野地域 永野営農研修館
13：00～15：30 青井岳地域 青井岳営農研修館

2月10日
㈪

9：30～12：00 正近、乗平、桑原１ 山之口地区
公民館13：00～16：00 桑原２、桑原３、中原、富吉団地

月　日 時　間 地　　　　区 場　所

山
　
之
　
口
　
地
　
区

2月12日
㈬

9：30～12：00 東、原田、飯起

山之口地区
公民館

13：00～16：00 榎木、上森

2月13日
㈭

9：30～12：00 街区１～５、向原東、西向原１～３
13：00～16：00 西向原５～10、川内、前方

2月14日
㈮

9：30～12：00 麓１～４区、下平
13：00～16：00 野上、五反田、田原、六十田

3月7日
㈮

9：30～12：00
予備日（山之口町全域）

13：00～16：00

月　日 時　間 地　　　　区 場　所

高
　
城
　
地
　
区

2月20日
㈭

9：30～12：00 第 15自治公民館、第18自治公民館、第19自治公民館

高城農村環境
改善センター

13：00～16：00 第 12自治公民館、新第19自治公民館、第20自治公民館

2月21日
㈮

9：30～12：00 第 13自治公民館、第14自治公民館

13：00～16：00 第 16自治公民館、第17自治公民館

2月24日
㈪

9：30～12：00 第10自治公民館（１，２，３，４）、第11自治公民館

高城生涯学習
センター

13：00～16：00 第９自治公民館、第 10 自治公民館（５，６，７，８，９）

2月25日
㈫

9：30～12：00 第６自治公民館、第８自治公民館（１，２，３）

13：00～16：00 第７自治公民館、第８自治公民館（４，５，６）

2月26日
㈬

9：30～12：00 第３自治公民館（上１，２，３）、第４自治公民館

13：00～16：00 第３自治公民館（下１，２）、第５自治公民館

2月27日
㈭

9：30～12：00 第１自治公民館（高城原１，２，３，４、春日、大久保１，２，３）

13：00～16：00
第１自治公民館（立喰１，２、春
日住宅、宮銀住宅）、第２自治公
民館

3月10日
㈪

9：30～12：00
予備日（高城町全域）

13：00～16：00

月　日 時　間 地　　　　区 場　所

山
　
田
　
地
　
区

2月27日
㈭

9：30～12：00 牛谷、万ヶ塚、石風呂、上椎屋、平山

山田総合
センター

13：00～16：00 竹脇、大古川、脇之馬場
2月28日
㈮

9：30～12：00 瀬茅、毘砂丸、修行
13：00～16：00 長谷、谷１、２

3月 3日
㈪

9：30～12：00 田中、和田上、倉平
13：00～16：00 谷５

3月 4日
㈫

9：30～12：00 北田、池之原、浜之段、下是、上是
13：00～16：00 西栫、瀬之口、百原、中村

3月 5日
㈬

9：30～12：00 古江、山内１、山内２
13：00～16：00 谷３、６、７、８、９

3月10日
㈪

9：30～12：00
予備日（山田町全域）

13：00～16：00

月　日 時　間 地　　　　区 場　所

高
　
崎
　
地
　
区

2月 3日
㈪

9：30～12：00 田中、権堀、松ヶ水流、東 高崎福祉保健
センター13：00～16：00 小牧、轟、鵜戸、塚原、木下

2月 5日
㈬

9：30～12：00 竹元、崎山 笛水小中学校
クラブハウス13：00～16：00 椎屋、後平

2月14日
㈮

9：30～12：00 上新田、鍋

高崎福祉保健
センター

13：00～16：00 栢木、田平、中央団地、牟礼水流
2月17日
㈪

9：30～12：00 横谷、共和
13：00～16：00 三和、蔵元

2月18日
㈫

9：30～12：00 谷川、町倉、栗巣、杉倉
13：00～16：00 割付、迫間、山神原、野平

2月19日
㈬

9：30～12：00 旭、荒場
13：00～16：00 高坂、上勢西

2月20日
㈭

9：30～12：00 新生、原村
13：00～16：00 下新田

2月21日
㈮

9：30～12：00 温水、炭床
13：00～16：00 吉村

3月 7日
㈮

9：30～12：00
予備日（高崎町全域）

13：00～16：00
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姫城地区　27人
早
鈴
町

西　

川　

絹　

代

23ｰ

８
７
３
６

吉　

田　

安　

德

23ｰ

６
２
０
５

坂　

元　

紀
代
子

24ｰ

７
８
６
７

高　

木　
　
　

朝

25ｰ

９
２
３
９

姫
城
町

黒　

木　

み
さ
子

24ｰ

３
１
４
３

下　

野　

武　

夫

24ｰ

８
３
１
６

堀
之
内　

恭　

子

25ｰ

１
７
３
３

田　

中　

和　

昭

22ｰ

４
１
２
６

甲
斐
元
町

坂　

元　

清　

秀

26ｰ

４
６
３
７

竹　

下　

香　

美

22ｰ

３
０
１
１

八
幡
町

鶴　

田　

美
鶴
子

23ｰ

４
７
９
６

西
町

野　

口　

惠　

子

23ｰ

３
４
２
７

松
元
町

蓑　

毛　

逸　

郎

23ｰ

５
６
０
１

牟
田
町

中　

村　

正　

之

22ｰ

５
０
１
１

原　
　
　

正　

彦

22ｰ

３
６
６
３

上
町

前　

田　

勝　

光

22ｰ

０
７
９
９

蔵
原
町

山　

能　

久　

市

24ｰ

３
３
２
５

谷　

口　
　
　

勲

26ｰ

５
４
７
２

中
町

小　

林　

リ
ツ
子

22ｰ

１
３
１
７

下
長
飯
町

谷　

口　

悦　

子

39ｰ

６
１
４
０

福　

井　

憲　

光

39ｰ

３
５
６
７

杉　

村　

信　

子

39ｰ

４
４
１
０

鷹
尾
一
丁
目

束　

野　

タ
ツ
エ

26ｰ

１
２
５
８

都
島
町

木　

幡　

文　

夫

24ｰ

４
３
９
２

平　

井　

良　

子

27ｰ

１
６
８
８

主
任
児
童
委
員

池　

脇　

き
ん
子

39ｰ

４
０
５
６

大
内
山　

眞
理
子

26ｰ

１
１
５
１

妻ケ丘地区　27人
東
町

外　

村　

悦　

子

22ｰ

６
２
８
２

髙　

田　

英　

征

24ｰ

８
２
７
７

天
神
町

木　

下　

京　

子

23ｰ

１
６
９
３

山　

口　

サ
ヨ
子

22ｰ

０
５
２
８

中
原
町

山　

田　

ま
つ
子

24ｰ

１
１
０
０

妻
ケ
丘
町

盛　

満　

邦　

昭

26ｰ

８
１
３
３

一
万
城
町

前　

田　

臣　

夫

22ｰ

５
３
６
５

鳥　

越　

イ　

ツ

23ｰ

３
２
８
６

岩　

元　
　
　

努

22ｰ

５
１
５
５

大　

脇　

正　

治

23ｰ

１
３
７
４

広
原
町

松　

尾　

伊
津
子

22ｰ

４
１
１
２

大
岩
根　

フ
ヂ
エ

23ｰ

０
１
０
９

菖
蒲
原
町

髙　

橋　

加
代
子

23ｰ

０
２
８
９

小　

段　

勝　

江

23ｰ

２
１
８
８

戸　

髙　

正　

子

25ｰ

５
４
１
３

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員(

委

員
）
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
12
月
１
日
か

ら
新
し
い
委
員
が
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

新
し
い
委
員
は
、
平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
、
福
祉
や
子
育
て
な
ど
の
悩
み
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
お
手
伝
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
23
ー
２
９
８
０

委
員
は
ど
う
い
う
立
場
？

　

委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
ち
、
常

に
地
域
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
や

必
要
な
援
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
は
、
地
域
で
福
祉
活
動
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
自
治
公
民
館
か
ら
候
補
者

が
推
薦
さ
れ
、
市
が
選
考
。
県
知
事
の
推
薦

を
経
て
、
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
の
定

め
で
児
童
委
員
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
た
め
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
し

て
両
方
の
立
場
を
担
っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

委
員
に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

活
動
の
中
で
知
り
得
た
情
報
を
漏
ら
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
市
か
ら
の
調
査
依
頼
に
対
し
て
個

人
情
報
を
提
供
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
場
合
も
同
様
で
す
。

委
員
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

委
員
に
は
、
給
与
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
委

員
と
し
て
の
活
動
に
通
信
費
や
交
通
費
な
ど

が
か
か
る
た
め
、
月
額
９
、７
０
０
円
の
活

動
費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
役

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

①
担
当
区
域
内
の
各
家
庭
を
訪
問
し
、
生

活
状
態
の
把
握
な
ど
を
行
い
ま
す

②
援
助
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
、
生

活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す

③
社
会
福
祉
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、
そ

の
活
動
を
支
援
し
ま
す

④
福
祉
事
務
所
や
行
政
関
係
機
関
の
業
務

を
は
じ
め
各
種
調
査
な
ど
に
協
力
し
ま
す

⑤
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
実
施
す

る
地
域
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
活
動

に
協
力
し
ま
す

主な活動内容
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妻ケ丘地区
上
長
飯
町

小
八
重　

優　

子

26ｰ

０
９
１
８

津　

曲　

セ　

ツ

25ｰ

０
２
３
４

満　

行　
　
　

優

24ｰ

４
５
６
０

國　

府　

淳　

子

25ｰ

５
９
１
９

寺　

田　

の
り
子

23ｰ

９
３
５
１

岩　

本　

八　

郎

24ｰ

７
８
２
３

渕　

上　

澄　

雄

24ｰ

３
４
１
９

花
繰
町

吉　

留　

知　

克

22ｰ

７
５
３
５

福　

園　

順　

子

25ｰ

２
５
７
４

若
葉
町

盛　

滿　

和　

男

23ｰ

０
５
４
４

藤　

元　

愼　

二

23ｰ

８
０
７
６

主
任
児
童
委
員

髙　

橋　

正　

吉

22ｰ

２
３
５
１

小松原地区　18人
大
王
町

長　

岡　

行　

子

24ｰ

１
０
０
７

大　

津　

律　

子

23ｰ

６
１
７
９

吉　

田　

節　

子

26ｰ

２
５
３
８

平
江
町

金　

丸　

順　

子

24ｰ

２
０
０
２

原　

口　

愼
一
郎

24ｰ

３
０
１
２

宮
丸
町

平　

川　

孝　

和

22ｰ

０
３
７
３

福　

留　

幸　

子

22ｰ

５
９
６
３

志
比
田
町

髙　

尾　

信　

子

24ｰ

１
９
７
４

日　

髙　

愛　

子

25ｰ

８
１
３
０

海
老
原　
　
　

基

25ｰ

５
２
２
８

志
比
田　

郁　

子

22ｰ

０
３
５
５

内　

村　

睦　

男

23ｰ

０
１
８
１

益　

丸　

義　

光

23ｰ

８
４
８
３

前
田
町

宇　

塚　
　
　

功

23ｰ

７
３
５
８

北
原
町

塚　

元　

良　

子

24ｰ

６
１
５
７

山　

元　
　
　

明

21ｰ

４
１
５
０

主
任
児
童
委
員

廣　

瀨　

功　

三

25ｰ

７
６
６
１

田　

中　

美
江
子

24ｰ

５
６
２
７

祝吉地区　32人
年
見
町

二　

見　

八
千
子

25ｰ

２
８
８
７

若　

松　

祐　

子

22ｰ

１
４
９
８

今　

村　

美　

子

25ｰ

６
５
５
１

上
郡
元

山　

田　

富　

子

24ｰ

３
３
３
１

和　

田　
　
　

讓

21ｰ

１
３
８
１

下
郡
元

髙　

橋　

光　

子

22ｰ

２
８
９
７

廣　

田　

茂　

男

22ｰ

３
４
９
７

中　

村　

郁　

子

24ｰ

６
８
７
５

神
之
山
町

内　

山　

初　

子

38ｰ

２
３
１
９

早
水
町

永　

田　

静　

雄

24ｰ

４
８
６
２

小　

堀　

博　

子

25ｰ

６
１
８
０

渡　

邊　

忠　

男

24ｰ

８
３
５
７

委
員
間
の
パ
イ
プ
役

主
任
児
童
委
員
と
各
協
議
会

　

主
任
児
童
委
員
は
、
市
内
の
15
地
区
に
２

人
ず
つ
選
ば
れ
、
地
区
内
の
小
・
中
学
校
な

ど
と
児
童
委
員
と
の
間
の
連
絡
調
整
を
行
う

と
と
も
に
、
児
童
委
員
の
活
動
に
対
す
る
援

助
や
協
力
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
15
地
区
に
組
織
さ
れ
て
い
る
民
生

委
員
協
議
会
は
、
定
例
会
を
開
催
し
連
絡
調

整
や
事
例
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
自
主
的

に
研
修
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
市
内
全
体
の
連
絡
調
整
な
ど
を

行
う
た
め
に
、
都
城
市
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
の
数
は
？

　

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
自
治
公
民

館
の
協
力
で
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
一
部

地
域
で
は
、
適
任
者
が
見
つ
か
ら
ず
、
定
数

３
４
８
人
に
対
し
、
現
在
17
人
が
不
足
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

委
員
が
不
在
の
地
区
で
は
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
人
が
い
な
か
っ
た
り
、
情
報
提
供
を

受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
日

常
生
活
の
中
で
不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
不
在
と
な
っ
て
い
る
地
域
に
は
、
早

急
に
補
充
配
置
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

適
任
者
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

福
祉
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
不
足
し
て
い
る
地
区

妻
ケ
丘
地
区（
５
人
）、小
松
原
地
区（
３
人
）、

五
十
市
地
区
（
６
人
）、
横
市
地
区
（
１
人
）、

高
城
地
区
（
１
人
）、
高
崎
地
区
（
１
人
） 

　私たち民生委員・児童委員は、地域
と行政機関のパイプ役として、高齢者
や児童福祉、障がいのある人の立場に
立った支援を行っています。
　高齢者の一人暮らしでの問題やオレ
オレ詐欺、交通安全、児童虐待など、
相談は多岐にわたりますが、内容に応
じて行政機関へつなぎ、問題解決に向
けたサポートをしています。
　相談が寄せられる中で、特に児童虐
待については、表に現れない部分もあ
り、近所や周りの人からの声が唯一の
情報源です。泣き声を聞いたり、あざ
などを見つけたりしたときには、ぜひ
近くの民生委員・児童委員に相談して
ください。

姫城地区
民生委員・児童委員
協議会会長

鶴田　美
み つ こ

鶴子さん
　　　　　　　（八幡町）

私たちは地域と私たちは地域と
行政のパイプ役行政のパイプ役

インタビュー
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祝吉地区
南
郡
元

才　

原　

文　

子

23ｰ

８
６
９
６

池　

田　

隆　

文

24ｰ

７
０
４
７

中　

村　

眞
由
美

25ｰ

２
９
６
３

濟　

陽　

加
代
子

23ｰ

５
０
３
４

立
野
町

今　

井　
　
　

司

23ｰ

８
５
６
０

伊
賀
﨑　

孝　

子

24ｰ

７
７
３
０

上
川
東

有　

川　

喜　

貴

24ｰ

３
８
７
８

松　

原　

重　

孝

23ｰ

５
０
７
７

大　

塚　

キ
ヨ
子

21ｰ

３
５
６
８

田　

口　

眞　

雄

22ｰ

４
３
６
３

下
川
東

黒　

木　

準　

一

24ｰ

１
１
１
８

齊　

藤　

正　

風

24ｰ

０
９
４
７

東　

口　

忠　

雄

24ｰ

０
１
４
２

田　

村　

す
え
子

22ｰ

０
４
２
８

千
町

黒　

木　

康　

擴

24ｰ

０
７
０
７

畑　

中　

文　

男

22ｰ

５
８
８
４

祝
吉

中　

島　

綱　

昭

24ｰ
３
９
５
５

門　

田　

小
夜
子

25ｰ
１
１
４
８

主
任
児
童
委
員

茶　

薗　

洋　

子

25ｰ
７
３
２
９

神　

脇　

清　

照

22ｰ

５
１
３
２

五十市地区　24人
鷹
尾
一
丁
目

田　

村　

き
み
江

25ｰ

０
７
７
７

野　

辺　

敏　

子

23ｰ

０
７
９
５

鷹
尾
二
丁
目

長　

倉　

か
ず
子

22ｰ

６
１
３
６

鷹
尾
三
丁
目

川　

窪　

美
奈
子

22ｰ

２
６
６
３

温　

水　

順　

子

24ｰ

２
１
９
３

髙　

山　

茂　

美

24ｰ

４
１
７
７

鷹
尾
四
丁
目

滿　

木　
　
　

至

21ｰ

２
３
７
５

鷹
尾
五
丁
目

永　

岡　

裕　

子

24ｰ

８
９
４
０

南
鷹
尾
町

外　
　
　

正　

憲

24ｰ

６
６
７
９

幸　

田　

春　

子

０
５
０ｰ

３
４
９
７

ｰ

８
０
８
８

久
保
原
町

横　

山　
　
　

亨

23ｰ

４
５
４
６

瀨
之
口　

眞　

弓

24ｰ

９
０
６
８

山　

﨑　

ひ　

さ

25ｰ

６
５
８
７

三　

浦　

浩　

子

26ｰ

２
０
３
７

五
十
町

坂　

元　

み
や
子

23ｰ

２
６
３
１

松　

山　

日
支
子

25ｰ

４
１
６
６

都
島
町

枝　

村　

百
合
子

26ｰ

１
３
１
６

今
町

滿　

木　
　
　

護

39ｰ

５
７
１
０

平
塚
町

曽　

原　

春　

美

23ｰ

４
９
５
４

福　

丸　

良　

秋

26ｰ

５
３
７
２

榮　

留　

さ
よ
子

22ｰ

６
３
９
７

五十市地区
大
岩
田
町

石　

井　

澄　

子

39ｰ

４
３
５
８

主
任
児
童
委
員

丸　

田　

と
も
子

39ｰ

６
１
０
３

土　

持　

静　

子

22ｰ

９
１
７
１

横市地区　18人
蓑
原
町

森　

田　

房　

美

24ｰ

０
１
７
４

渡　

邉　

ヒ
サ
子

25ｰ

８
２
７
７

横　

山　

一
十
三

24ｰ

５
１
１
０

中　

村　

敏　

郎

24ｰ

６
３
６
８

藤　

田　

チ
ヅ
子

23ｰ

６
８
７
０

佐　

澤　

タ
ツ
子

24ｰ

４
６
４
２

南
横
市
町

根　

井　

勝　

泰

26ｰ

６
９
２
４

宮
之
原　

洋　

子

23ｰ

２
４
５
８

上　

山　

律　

子

25ｰ

１
７
０
８

横
市
町

新　

宮　

ヒ
ロ
子

24ｰ

５
７
１
２

横　

山　

ミ
チ
子

21ｰ

０
３
８
８

都
原
町

島　

田　
　
　

優

25ｰ

３
１
８
１

溝
ノ
口　

光　

男

24ｰ

０
０
２
２

小　

妻　

由
布
子

21ｰ

２
９
５
１

橋　

口　

利　

光

25ｰ

０
５
４
６

坂　

元　

節　

子

23ｰ

６
８
１
７

主
任
児
童
委
員

仲　

西　

真
奈
美

21ｰ

０
４
３
０

目　

野　

昭　

子

23ｰ

６
３
５
１

沖水地区　17人
吉
尾
町

久
保
田　

章　

子

38ｰ

１
５
９
２

島　

田　

由
美
子

38ｰ

３
１
６
６

都
北
町

稲　

元　

リ
ヨ
子

38ｰ

０
６
８
５

岩
穴
口　

静　

子

38ｰ

３
５
７
５

内　

山　

ム
ツ
子

38ｰ

０
２
８
２

山　

﨑　

佐
和
子

38ｰ

５
０
７
９

松　

本　

悦　

子

38ｰ

０
２
２
４

太
郎
坊
町

下　

田　

美
江
子

38ｰ

３
０
２
３

道　

岡　

櫻　

子

38ｰ

４
０
８
９

福　

島　

セ
ツ
子

38ｰ

３
５
９
７

東
高
木

佐　

藤　

愛　

子

38ｰ

４
２
５
３

西
高
木

松　

下　

淑　

子

38ｰ

０
２
８
６

金
田
町

平　

川　

靖　

子

38ｰ

１
０
４
７

柿　

木　

千
鶴
子

38ｰ

３
２
１
２

北　

村　

瑞　

江

38ｰ

０
７
５
１

主
任
児
童
委
員

片　

平　
　
　

勇

38ｰ
４
１
０
５

平　

原　

美
代
子

０
８
０ｰ
１
７
７
３

ｰ

７
２
２
７

志和池地区
17人

上
水
流
町

江　

平　

せ
つ
子

36ｰ

１
９
８
２

井　

澤　

美
智
子

36ｰ

０
０
５
２

西　
　
　

あ
き
子

36ｰ

１
５
５
１

志和池地区
下
水
流
町

田　

中　

悦　

子

36ｰ

１
７
３
５

櫻　
　
　

ウ
タ
子

36ｰ

０
３
５
３

岩　

元　

秋　

實

36ｰ

１
８
６
４

丸
谷
町

池
之
上　

重　

秋

36ｰ

０
８
６
８

﨑　

田　

と
み
子

36ｰ

０
７
８
６

齊　

藤　

ヤ
ス
子

36ｰ

２
５
６
３

新　

留　

憲　

行

36ｰ

１
５
７
９

岩
満
町

内　

村　

け
い
子

36ｰ

１
３
６
３

野
々
美
谷
町

鬼　

束　

ヒ
ロ
ミ

36ｰ

２
４
９
１

上
小
牧　

一　

郎

36ｰ

３
１
３
２

加　

藤　

隆　

一

36ｰ

１
２
５
９

新　

森　

照　

美

36ｰ

０
１
９
４

主
任
児
童
委
員

長　

友　

潤　

治

36ｰ

２
７
４
２

中　

山　

涼　

一

36ｰ

０
５
５
０

庄内地区　18人
乙
房
町

福　

田　

幸　

實

37ｰ

２
７
３
５

岩　

橋　

文　

子

37ｰ

１
６
４
５

本　

野　

ふ
み
子

37ｰ

２
７
４
０

安　

藤　

正　

俊

37ｰ

２
９
０
８

関
之
尾
町

坂　

元　

ち
づ
る

37ｰ

１
３
９
３

浜　

崎　
　
　

博

37ｰ

１
７
９
３

庄
内
町

佐　

藤　

と　

し

37ｰ

１
６
９
６

花　

房　

の
り
子

37ｰ

２
９
７
６

森　

島　

和　

幸

37ｰ

０
８
１
２

大
河
原　

弘　

子

37ｰ

０
３
９
２

山　

下　

紗
代
子

37ｰ

０
１
５
０

白　

坂　

セ
ツ
子

37ｰ

０
１
４
５

菓
子
野
町

清　

水　

正　

子

37ｰ

０
６
７
６

蒲　

生　

和　

子

37ｰ

０
６
０
８

志
々
目　

真
喜
子

37ｰ

２
３
９
８

大　

野　

久　

子

37ｰ

３
５
６
２

主
任
児
童
委
員

花　

原　

利　

廣

37ｰ

１
０
７
０

時　

任　

國　

弘

37ｰ

１
５
５
７

西岳地区　16人
美
川
町

幣　

次　

睦　

子

37ｰ

１
８
１
８

吉　

盛　

ノ
リ
子

33ｰ

１
０
３
４

白　

谷　

君　

子

33ｰ

１
１
０
７

高
野
町

藤　

田　

ユ　

ミ

33ｰ

２
１
９
１

木
牟
禮　

正　

治

33ｰ

２
１
４
３

橋　

口　

直　

子

33ｰ

２
３
８
６

吉
之
元
町

田　

野　

ま
り
子

33ｰ

１
０
１
２

藥　

丸　

良　

英

45ｰ

５
１
２
３
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西岳地区
吉
之
元
町

門　

松　

雄　

二

33ｰ

１
３
１
０

竹　

松　

治　

男

33ｰ

１
３
１
６

御
池
町

髙　

野　

あ
け
み

33ｰ

１
６
６
３

夏
尾
町

出　

水　

洋　

子

33ｰ

２
７
５
３

深　

川　

キ
ヨ
子

33ｰ

１
６
４
７

山　

下　

久　

子

33ｰ

２
２
２
１

主
任
児
童
委
員

山　

下　

輝　

義

33ｰ

１
１
０
０

大　

村　

由
美
子

33ｰ

２
６
３
２

中郷地区　21人
大
薗

津　

曲　

敦　

子

39ｰ

２
４
８
７

益
貫

畑　

中　

由
美
子

39ｰ

５
４
３
９

払
川

中　

村　

一　

郎

39ｰ

５
３
６
８

川
内

川　

﨑　

ミ　

エ

39ｰ

１
４
２
４

嫁
坂

石　

井　

ヤ
ス
子

39ｰ

４
８
８
８

大
浦

神　

田　

眞
由
美

39ｰ

６
５
２
２

雄
児
石

楠　

見　

千
穂
子

39ｰ

５
４
１
５

女
橋

水
久
保　

春　

好

39ｰ

３
５
２
２

麓

和　

田　

三
千
夫

39ｰ

２
７
６
７

上
安
久

堀
之
内　

百
合
子

39ｰ

０
２
４
７

下
安
久

栗　

山　

春　

行

39ｰ
０
３
３
６

藤
田

稻　

元　

光　

明

39ｰ
６
１
１
０

鬼　

束　

美
知
代

39ｰ
３
２
５
７

高
野
原

髙　

野　

俊　

一

39ｰ

３
５
３
１

正
応
寺

榮　
　
　

静　

子

39ｰ

２
４
６
７

石
原

石　

原　

清　

光

39ｰ

５
１
８
０

尾
平
野

西　

田　

千
香
子

39ｰ

５
０
３
３

東
豊
満

永　

山　

一　

美

39ｰ

０
０
０
８

西
豊
満

田　

中　

俊　

夫

39ｰ

２
３
９
６

主
任
児
童
委
員

吉　

村　

洋　

子

39ｰ

０
１
３
７

蕨　

野　

正　

治

39ｰ

４
２
６
０

山之口地区　18人
青
井
岳

鎌　

田　

清　

一

57ｰ

４
６
６
０

永
野
・
六
十
田

有　

村　

涼　

子

０
８
０ｰ

６
４
０
３

ｰ

９
３
３
６

麓

池　

田　
　
　

雅

57ｰ

４
５
９
２

河　

内　

幸　

子

57ｰ

４
８
６
４

野
上
・
五
反
田

池　

江　

つ
る
子

57ｰ

３
６
２
２

田
原
・
下
平

海　

田　
　
　

久

57ｰ

４
０
８
４

街
区

山　

内　

正　

信

57ｰ

３
０
７
２

米　

澤　

ト
シ
エ

57ｰ

４
０
８
１

向
原
東

迫　

田　

秋　

美

57ｰ

５
７
３
０

西
向
原

水　

流　
　
　

勉

57ｰ

２
４
８
２

安　

丸　

義　

照

57ｰ

２
６
８
０

川
内
・
前
方

吉　

住　

文　

隆

57ｰ

２
７
０
６

山之口地区
正
近
・
中
原

王　

原　

ツ
ナ
子

57ｰ

３
４
９
３

桑
原
・
乗
平

上　

原　

浩　

一

57ｰ

４
１
３
４

原
田
・
上
森

池　

尻　

邦　

彦

57ｰ

３
４
１
６

東
・
榎
木
・
飯
起

下　

西　

好　

子

57ｰ

３
０
６
２

主
任
児
童
委
員

田　

邊　

美
喜
子

57ｰ

３
６
２
１

永　

野　

美
代
子

57ｰ

２
６
０
１

高城地区　28人
大
井
手

原　

田　

廣　

子

58ｰ

５
４
５
６

森　
　
　

小
夜
子

58ｰ

４
８
９
３

瀬
戸
山　
　
　

毅

58ｰ

５
７
６
５

新　

原　

明　

義

58ｰ

４
１
６
９

桜
木

黒　

川　

洋　

子

58ｰ

５
２
８
８

田　

中　

金　

一

58ｰ

２
９
１
５

穂
満
坊

小
河
原　

昭　

好

58ｰ

２
２
１
７

上　

薗　

和　

德

58ｰ

４
９
８
４

新　

森　

昭　

洋

58ｰ

６
０
７
４

安　

藤　

久
美
子

58ｰ

４
２
２
３

中　

竹　

庄　

市

58ｰ

３
０
２
８

山　

下　

千
登
世

58ｰ

４
７
６
５

石
山

中　

山　

あ
つ
子

58ｰ

３
０
３
０

盛　

田　

春　

雄

58ｰ

５
０
６
６

末　

永　

陽　

子

58ｰ

４
８
３
８

萩　

原　
　
　

修

58ｰ

５
０
２
１

有
水

小　

濵　

洋　

子

59ｰ

９
３
４
３

松　

田　

芳　

美

59ｰ

９
０
８
７

佐　

多　

ナ
ミ
子

59ｰ

９
７
０
０

矢　

野　

文　

子

59ｰ

９
５
０
８

坂　

元　

京　

子

53ｰ

１
２
２
７

古　

川　

義　

久

53ｰ

１
６
０
１

四
家

臼　

井　

一　

喜

55ｰ

１
３
６
８

久　

保　

一　

矢

55ｰ

１
１
５
２

黒　

木　
　
　

積

55ｰ

１
０
５
１

久　

保　

詔　

子

55ｰ

１
２
２
０

主
任
児
童
委
員

永　

峯　

千
恵
子

58ｰ

６
２
７
９

外　

勢　

浩　

子

58ｰ

３
７
９
６

山田地区　23人
牛
谷
・
瀬
茅

東　
　
　

秀　

昭

64ｰ

１
６
０
５

毘
砂
丸

宮　

田　

昭　

子

64ｰ

１
３
０
０

万
ヶ
塚

畠　

中　

絹　

代

36ｰ

０
４
７
６

田
中
・
修
行

米　

吉　

春　

美

64ｰ

０
９
６
８

和
田
上
・
倉
平

吉
牟
田　

ま
ゆ
み

64ｰ
０
６
６
２

石
風
呂
・
上
椎
屋

平　

山　

良　

照

64ｰ
３
７
０
７

平
山
・
瀬
之
口
・
百
原

新　

留　

由
紀
子

64ｰ

０
３
３
７

中
村
・
西
栫

山　

森　

千
代
子

64ｰ

０
７
８
５

山田地区
西
栫
・
脇
之
馬
場

山
之
上　

一　

行

64ｰ

１
９
６
９

長
谷

福　

森　

一　

好

64ｰ

０
９
２
２

竹
脇

藤　

森　

和　

弘

64ｰ

２
９
６
１

大
古
川
・
浜
之
段

島　

田　

孝　

一

64ｰ

２
８
２
０

下
是
・
上
是

吉　

川　

り
つ
子

64ｰ

１
６
８
８

池
之
原
・
北
田

田　

中　
　
　

強

64ｰ

２
２
７
９

古
江

前　

田　

シ
ヨ
子

64ｰ

１
２
３
４

山
内

森　

重　

チ　

ヱ

64ｰ

２
５
２
９

谷
頭（
１
・
２
）

穂　

満　

美
奈
子

64ｰ

１
２
２
０

谷
頭（
５
上
区
）

山　

下　

忠　

治

64ｰ

２
４
６
３

谷
頭（
５
下
区
）

東　

條　

良　

枝

64ｰ

２
９
２
８

谷
頭（
３
・
６
）

塩　

川　

政　

子

64ｰ

２
０
２
３

谷
頭（
７
〜
９
）

佐　

多　

百
合
子

64ｰ

０
１
７
０

主
任
児
童
委
員

新　

穗　

美
代
子

64ｰ

１
５
３
２

朝　

倉　

洋　

子

64ｰ

３
２
１
５

高崎地区　27人
谷
川
・
町
倉

木　

下　

加
代
子

62ｰ

２
４
６
６

割
付

眞　

方　

初　

美

62ｰ

３
９
３
２

栗
巣

福　

重　

道　

春

62ｰ

１
９
７
７

迫
間
・
山
神
原
・
野
平

田　

畑　
　
　

茂

62ｰ

０
５
８
９

栢
木
・
田
平

田　

平　

け
い
子

62ｰ

２
８
８
６

上
新
田

小　

田　

英　

敏

62ｰ

２
９
５
０

上
新
田
・
中
央
団
地

永　

友　

幸　

哉

62ｰ

０
２
９
５

下
新
田

村　

橋　

公　

子

62ｰ

１
９
６
３

旭
・
下
新
田

隈　

元　

芳　

子

62ｰ

３
７
０
５

荒
場
・
上
勢
西

萬　

德　

雄
一
郎

62ｰ

２
０
１
５

高
坂
・
鍋

杉　

元　

新　

一

62ｰ

１
２
７
１

原
村
・
新
生

城　

山　

昌　

哲

62ｰ

０
９
３
８

田
中
・
松
ヶ
水
流

西　
　
　

建　

一

62ｰ

０
９
８
０

東
・
権
堀
・
牟
礼
水
流

吉　

岡　

瑞　

昭

62ｰ

２
３
０
１

共
和

川　

畑　

悦　

郎

62ｰ

３
４
２
５

三
和

宮
ヶ
中　

幸　

親

62ｰ

２
６
７
３

蔵
元

西　

村　

凉　

子

62ｰ

３
０
１
１

椎
屋
・
後
平
・
崎
山

前　

原　

哲　

四

62ｰ

４
６
８
７

竹
元

山　

中　

節　

男

62ｰ

４
５
０
３

塚
原
・
小
牧

内　

村　

タ
ツ
コ

62ｰ

３
０
９
８

轟

田　

口　

裕　

子

62ｰ

２
０
４
７

木
下
・
杉
倉

鍛　

屋　

節　

子

62ｰ

２
９
９
８

温
水

松　

浦　

富　

敏

62ｰ

４
０
７
２

吉
村

吉　

村　
　
　

募

62ｰ

０
２
６
０

炭
床
・
鵜
戸

久　

保　

シ
ゲ
子

62ｰ

０
７
８
２

主
任
児
童
委
員

中　

島　

幸　

雄

62ｰ

１
５
２
４

今　

西　

フ
ヂ
子

62ｰ

０
７
９
４
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City of Miyakonojo Topics
魅
力
あ
ふ
れ
る
造
形
の
世
界

魯
山
人
生
誕
１
３
０
年「
魯
山
人
の
宇
宙
」展

　

11
月
10
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
、
都

城
市
立
美
術
館
で
魯ろ

さ
ん
じ
ん

山
人
生
誕
１
３
０

年
「
魯
山
人
の
宇
宙
」
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
陶
芸
や
書
、
絵
画
な
ど
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
斬
新
で
個
性
的
な
作

品
を
生
み
出
し
た
北
大
路
魯
山
人
。「
美

と
食
の
巨
人
」
魯
山
人
の
九
州
初
公
開

と
な
る
作
品
や
愛
用
し
た
テ
ー
ブ
ル
、

夢む
き
ょ
う
あ
ん

境
庵
と
名
付
け
ら
れ
た
茶
室
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
る
と
あ
っ
て
、
連
日
多

く
の
来
館
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
川

口
万ま

き

こ
喜
子
さ
ん
（
霧
島
市
）
は
「
実
物

は
初
め
て
見
ま
し
た
が
、
素
朴
な
が
ら

も
料
理
が
際
立
ち
そ
う
な
器
に
ひ
か
れ

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

九
州
各
地
の
お
い
し
い・楽
し
い
が
大
集
合

コ
コ
ク
ラ
マ
ル
シ
ェ

　

11
月
17
日
、
高
城
観
音
池
公
園
で
コ

コ
ク
ラ
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
マ
ル
シ
ェ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
市

場
の
意
味
で
、
九
州
各
地
か
ら
雑
貨
や

食
べ
物
な
ど
を
扱
う
83
店
舗
が
出
店
。

約
２
万
人
が
詰
め
掛
け
、
雑
貨
や
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
な
ど
の
買
い
物
の
ほ
か
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
、
自
動
車
と
ダ
ン
ボ

ー
ル
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
て
絵
を

描
く
ア
ー
ト
体
験
な
ど
の
催
し
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
主
催
者
の
一い
ち
か花
さ
ん

は
「
来
場
し
て
も
ら
っ
た
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
う
れ
し
い
。
地
域
を
代
表
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
育
て
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
な
た
が
決
め
る
郷
土
の
味

が
ね
コ
ン
テ
ス
ト
in
せ
き
の
お

　

郷
土
料
理
「
が
ね
」
の
味
を
競
う
が

ね
コ
ン
テ
ス
ト
と
、
庄
内
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
設
置
し
た
休
憩
所
や
ベ

ン
チ
の
披
露
が
11
月
17
日
、
滝
の
駅
せ

き
の
お
で
行
わ
れ
ま
し
た
。来
場
者
が
、

が
ね
を
試
食
し
、
一
番
お
い
し
い
と
思

う
店
舗
に
投
票
し
、
１
位
が
決
ま
る
こ

の
企
画
。
県
内
外
か
ら
約
２
、５
０
０

人
が
訪
れ
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
が
ね
に

舌
鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
休

憩
所
や
ベ
ン
チ
の
披
露
で
は
、
同
協
議

会
会
長
の
釘
村
美み

ち

や
千
也
さ
ん（
庄
内
町
）

は
「
滝
を
見
に
来
た
人
に
利
用
し
て
も

ら
い
、
の
ん
び
り
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

音
楽
の
力
で
ま
ち
を
元
気
に
！

都
城
音
楽
祭
２
０
１
３

　

都
城
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
と
い

う
思
い
で
企
画
か
ら
運
営
ま
で
市
民
が

手
作
り
で
行
う
都
城
音
楽
祭
が
11
月
17

日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な

ど
10
組
が
出
演
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
、

市
内
外
か
ら
約
９
０
０
人
が
来
場
。
来

場
者
ら
は
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム

を
取
っ
た
り
、
口
ず
さ
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の

種た

ね

だ
子
田
義
男
さ
ん
は
「
ま
ち
や
人
が
元

気
に
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
こ

れ
か
ら
の
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
夢
の
共
演

時
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験

　

中
霧
島
小
学
校
で
11
月
20
日
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
優
れ
た
舞
台
芸
術
な
ど

に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の

豊
か
な
情
操
を
育
も
う
と
企
画
。
児
童

ら
は
、
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団

の
演
奏
を
聴
い
た
後
、
実
際
に
楽
器
に

触
れ
て
音
を
出
し
た
り
、
演
奏
に
合
わ

せ
て
校
歌
な
ど
を
全
員
で
合
唱
し
た
り

し
て
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
肌
で
感
じ
て

い
ま
し
た
。
松
元
駿し

ゅ
う
す
け

輔
く
ん
（
６
年
）

は
「
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
は
二

度
と
な
い
経
験
。
小
学
校
生
活
の
楽
し

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
」
と
貴
重
な

体
験
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

歴
史
絵
巻
さ
な
が
ら
の
パ
レ
ー
ド

島
津
発
祥
ま
つ
り

　

11
月
16
日
か
ら
24
日
ま
で
都
城
島
津

邸
な
ど
市
内
各
所
で
、
島
津
発
祥
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
陣
式
に
始
ま

り
島
津
家
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
、
歴
史
と

文
化
を
体
験
で
き
る
同
祭
。
23
日
に
行

わ
れ
た
明
道
館
パ
レ
ー
ド
で
は
、
都
城

島
津
家
当
主
に
ふ
ん
し
た
騎
馬
武
者
や

戊
辰
戦
争
で
活
躍
し
た
私
領
一
番
隊
、

子
ど
も
武
者
な
ど
の
行
列
が
、
神
柱
公

園
ま
で
の
道
の
り
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
鎧よ

ろ
い武

者
に
ふ
ん
し
た
ザ
ッ
ク
・
ス

コ
ッ
ト
さ
ん
（
延
岡
市
）
は
「
鎧
が
重

か
っ
た
。
こ
れ
を
身
に
着
け
て
戦
っ
た

人
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
」
と
戦
国
時

代
へ
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
魅
力
を
ギ
ュ
ギ
ュッ
と
凝
縮
！

ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ

　

ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
が
12
月
１
日
、

中
心
市
街
地
の
千
日
通
り
、
中
央
通
り

３
・
12
番
街
な
ど
５
つ
の
通
り
で
開
か

れ
ま
し
た
。
無
料
で
鍋
を
ふ
る
ま
う
通

り
会
対
抗
鍋
合
戦
や
、
各
通
り
会
イ
チ

押
し
商
品
を
限
定
販
売
す
る
商
店
街

一
品
セ
ー
ル
を
開
催
。
ま
た
、
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

な
ど
も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約

１
万
５
、０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
阿
部
千
尋
さ
ん
（
八
幡

町
）
は
「
イ
ベ
ン
ト
に
初
め
て
来
ま
し

た
が
、
中
央
通
り
周
辺
に
は
楽
し
い
店

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

笑
い
あ
り
涙
あ
り
郷
土
へ
の
思
い
満
載

映
画「
あ
さ
ひ
る
ば
ん
」完
成
上
映
会

　

宮
崎
県
内
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
あ

さ
ひ
る
ば
ん
」の
上
映
会
が
11
月
23
日
、

市
内
の
映
画
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

映
画
は
、
本
市
出
身
の
や
ま
さ
き
十
三

さ
ん
の
初
監
督
作
品
。
会
場
に
は
、
同

級
生
や
親
せ
き
、フ
ァ
ン
な
ど
が
訪
れ
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
見
慣
れ
た
都
城
の
景
色

が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
来
館
者
ら
は
大

き
く
う
な
ず
い
た
り
、
身
を
乗
り
出
し

た
り
し
て
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
や
ま

さ
き
監
督
は
「
こ
の
作
品
は
、
40
年
間

の
思
い
が
こ
も
っ
た
作
品
。
皆
さ
ん
の

協
力
で
自
信
の
持
て
る
作
品
が
で
き
ま

し
た
」
と
郷ふ

る
さ
と里
へ
の
思
い
と
感
謝
の
気

持
ち
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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Smiling  Faces  of  Miyakonojo

視
覚
や
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人

が
読
む
本
な
ど
を
点
字
に
し
た

り
、
音
に
し
た
り
す
る
な
ど
の
作
業
を

行
っ
て
い
る
、
都
城
点
訳
・
音
訳
友
の

会
。
会
の
発
足
に
尽
力
し
た
の
が
徳
永

セ
ツ
子
さ
ん
（
都
北
町
・
83
歳
）
で
す
。

　

教
員
だ
っ
た
父
親
の
影
響
で
、
幼
い

頃
か
ら
本
を
読
む
機
会
が
多
く
、
自
然

と
本
が
好
き
に
な
っ
た
徳
永
さ
ん
。
20

代
の
頃
、
点
字
を
紹
介
す
る
ニ
ュ
ー
ス

映
画
を
見
て
、
目
の
不
自
由
な
人
に
も

読
め
る
本
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
当
時
は
、
点
字
を
学
べ
る
場
所
が

な
く
、
そ
れ
か
ら
10
年
が
過
ぎ
た
頃
、

住
ん
で
い
た
大
分
市
で
点
字
協
会
設
立

の
新
聞
記
事
を
見
つ
け
、
勉
強
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
に
も
本
を

読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
思
い

が
点
字
を
学
ぶ
原
動
力
に
な
り
、
そ
の

後
、
約
４
カ
月
間
、
通
信
教
育
で
点
字

を
学
び
ま
し
た
。

　

６
つ
の
点
の
組
み
合
わ
せ
で
一
つ
の

文
字
を
表
す
点
字
は
、
単
に
文
字
を
打

つ
だ
け
で
は
な
く
、
文
法
や
文
節
を
考

え
な
が
ら
点
字
に
打
ち
変
え
る
た
め
、

文
庫
本
１
冊
を
点
訳
す
る
の
に
、
点
字

図
書
で
は
何
冊
に
も
な
り
、
連
載
本
と

も
な
る
と
何
10
冊
、
何
１
０
０
冊
に
も

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
が
導
入
さ
れ
た
10
年
程
前

か
ら
、
作
業
は
軽
減
さ
れ
ま
し
た
が
、

手
打
ち
点
訳
が
基
本
と
話
す
徳
永
さ

ん
。
現
在
も
、
点
字
盤
を
使
っ
て
の
点

訳
作
業
も
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
喜

び
が
自
分
に
返
っ
て
く
る
」
と
い
う
母

親
の
言
葉
を
胸
に
、
思
い
や
り
を
持
ち

な
が
ら
点
字
に
関
わ
る
全
て
の
人
に
自

然
体
で
接
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
点
訳
活
動
の
拠
点
に
な
っ
て

い
る
点
字
図
書
館
は
、
失
明
し
視
力
を

失
っ
た
人
た
ち
が
点
字
を
学
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
生
活
状
況
を
話
し
た
り
、
趣

味
の
活
動
を
し
た
り
す
る
場
で
も
あ
り

ま
す
。「
今
後
も
活
動
を
続
け
る
仲
間

と
共
に
、皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

一
緒
に
楽
し
く
点
字
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
へ

の
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

徳永　セツ子 さん

寄り添いながら 50 年
都城点訳・音訳友の会
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毎月19日は、「食育の日」
 ～家族そろって食事を楽しみましょう～

※
環
霧
島
圏
域
の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

を
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す

●材料（４人分）
　ブロッコリー…300g　ネギ…20g　ショウガ…10g
　カニ缶…１缶　サラダ油…小さじ１
　卵黄…１個分　片栗粉…大さじ１　水…大さじ１
　Ａ　水…100cc　牛乳…１カップ　コンソメ…小さじ２
　　　塩…小さじ1/4　こしょう…少々

●下準備
　ブロッコリー…小房に分けてさっと塩ゆでする
　ネギ、ショウガ…薄切りにする
　片栗粉に水を混ぜておく

●作り方
　①鍋にサラダ油を熱し、ネギとショウガを炒め、香りが出た
　　らブロッコリーを入れる。Ａで味を付け、カニを加えて少
　　し煮込む
　②①に水溶き片栗粉でとろみを付け、卵黄をほぐし入れる
　※水溶き片栗粉は、鍋に入れる前によく混ぜ合わせる

ブロッコリーのカニあんかけ

◎問い合わせ　健康課　☎ 23 ｰ 2765

ブロッコリーは、長くゆでるとビタミ
ンＣが壊れるので、多少、歯ごたえを
残して、固めにゆでると栄養素を残す
ことができます。

ブロッコリーの代わりに、チンゲン菜や白菜
などを使っても違った食感を楽しめます。

※ 1人分 116kcal、塩分 1.0g

ブロッコリーは、ビタミンＢや
Ｃ、カロテン、葉酸など多く

の栄養素が含まれています。中で
も、葉酸は、貧血や動脈硬化の予
防に効果があります。

■
吉
松
駅

　

Ｊ
Ｒ
九
州
吉
都
線
（
吉
松
〜
都
城
）

と
肥
薩
線
（
隼
人
〜
八
代
）
の
分
岐
点

に
あ
る
吉
松
駅
（
湧
水
町
）
は
、
明
治

36
年
開
業
以
来
、
昨
年
で
１
１
０
年
を

迎
え
ま
し
た
。
開
業
当
時
の
、
日
豊
本

線
と
鹿
児
島
本
線
の
分
岐
駅
と
な
り
、

鉄
道
の
要
衝
と
し
て
諸
施
設
が
建
設
。

一
寒
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
吉
松
は
一
躍

鉄
道
の
町
と
し
て
、
人
や
地
域
の
つ
な

が
り
を
生
み
出
し
、
町
の
産
業
経
済
も

大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

　

国
鉄
の
民
営
化
な
ど
時
代
の
変
化
に

伴
い
情
勢
も

変
わ
り
ま
し

た
が
、
町
民

は
鉄
道
と
深

い
関
わ
り
を

持
っ
て
き
ま

し
た
。

  

昭
和
30
年
代

は
Ｃ
51
形
、
Ｃ
55
形
、
昭
和
40
年
代
に

な
る
と
Ｃ
55
形
、
Ｃ
57
形
、
Ｄ
51
形
が

主
力
機
関
車
と
し
て
霧
島
山
麓
を
疾

走
。
昭
和
40
年
代
に
は
吉
都
線
を
経
由

し
、
宮
崎
〜
熊
本
〜
博
多
ま
で
急
行

「
え
び
の
」、
特

急「
お
お
よ
ど
」

も
運
行
さ
れ
、

地
域
の
交
通
や

物
資
の
輸
送
面

で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。

■
駅
舎

　

昭
和
43
年
に
現
在
の
駅
舎
に
建
て
替

え
ら
れ
た
そ
の
周
辺
に
は
、
蒸
気
機
関

車
Ｃ
５
５
５
２
が
展
示
さ
れ
、
ま
た
、

１
０
０
年
前
の
石
蔵
や
資
料
館
も
あ
り

歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

町
の
特
産
品
を
販
売
し
て
い
る 

「
観

光
Ｓ
Ｌ
会
館
」
で
は
食
事
も
で
き
、
ホ

ル
モ
ン
煮
込
み
を
使
っ
た「
ぽ
っ
ぽ
丼
」

や
ホ
ル
モ
ン
み
そ
煮
が
お
す
す
め
（
共

に
土
・
日
曜
日
限
定
）
で
す
。

　

次
の
停
車
駅
は
、
え
び
の
市
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

湧
水
町
総
務
課

　

☎
０
９
９
５

－

74

－

３
１
１
１

今
回
は
、
湧
水
町
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
九
州
吉

都
線
と
肥
薩
線
の
分
岐
駅
「
吉
松
駅
」

を
紹
介
し
ま
す
。

昭和 40 年代頃の吉松駅

勇壮に並ぶ蒸気機関車
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平
成
26
年
度
市
役
所
臨
時
・
嘱
託
職
員

　

勤
務
開
始
の
時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

種
で
異
な
り
ま
す
。

【
保
育
士
】

●
対
象　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

①
月
額
14
万
円

　
　
　
　

②
③
日
額
７
、２
０
０
円

●
定
員　

①
②
③
と
も
に
若
干
名

●
勤
務
地　

市
内
の
公
立
保
育
所

●
時
間　

①
７
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１

日
７
時
間
45
分
（
週
35
時
間
）

②
③
７
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１
日
７
時

間
45
分
（
②
週
38
時
間
45
分
、
③
週
20
時

間
程
度
）

※ 

週
休
２
日
、
交
代
に
よ
る
早
出
、
遅
出
、

土
曜
日
の
出
勤
あ
り

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
】

●
対
象　

保
育
士
、
幼
稚
園
・
小
学
校
教

諭
、
児
童
厚
生
員
２
級
以
上
優
遇

●
賃
金　

月
額
11
万
７
、９
０
０
円

●
定
員　

７
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
公
立
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ

●
時
間　

平
日
13
時
〜
18
時
、
土
曜
日
８

時
〜
18
時
（
月
〜
土
曜
日
の
週
34
時
間
）

【
幼
稚
園
教
育
業
務
】

●
対
象　

幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る

人●
賃
金　

月
額
14
万
７
、９
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

高
城
幼
稚
園

●
時
間　

７
時
30
分
〜
16
時
45
分
の
う
ち

１
日
７
時
間
30
分
（
月
〜
金
曜
日
の
週
37

時
間
30
分
）

※
交
代
に
よ
る
早
出
あ
り

【
老
人
ホ
ー
ム
①
調
理
師
②
介
護
業
務

③
夜
間
介
護
、
宿
直
業
務
】

●
対
象　

①
調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
人

②
③
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格
を
有
す

る
人

●
賃
金　

①
②
月
額
14
万
６
、３
０
０
円

　
　
　
　

③
16
万
５
、０
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

高
城
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛

園●
時
間　

①
６
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１

日
７
時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

②
７
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１
日
７
時
間

30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

※ 

①
②
と
も
に
週
休
２
日
、
交
代
制
に
よ

る
早
出
、
遅
出
、
シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り

土
・
日
曜
日
出
勤
あ
り

③
17
時
55
分
〜
翌
８
時
55
分
の
う
ち
１
日

７
時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

※ 

週
休
２
日
、交
代
に
よ
る
シ
フ
ト
勤
務
、

土
・
日
曜
日
の
出
勤
あ
り

【
心
理
士
な
ど
】

●
対
象　

臨
床
心
理
士
、
臨
床
発
達
心
理

士
、
認
定
心
理
士
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
14
万
６
、７
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

き
ら
き
ら
（
祝
吉
町
）

●
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　
（
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

【
特
定
保
健
指
導
員
】

●
対
象　

保
健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
11
万
７
、０
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

健
康
課

●
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　
（
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

【
介
護
保
険
認
定
訪
問
調
査
員
】

●
対
象　

介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は
介
護

支
援
専
門
員
の
受
験
資
格
を
有
す
る
人

で
、パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
初
級
程
度
）

が
で
き
る
人

●
賃
金　

月
額
16
万
８
、０
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

本
庁
、
高
城
総
合
支
所
管
内

●
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　
（
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

【
特
別
支
援
教
育
支
援
員
】

●
対
象　

特
別
支
援
教
育
に
興
味
が
あ
る

人
（
教
員
免
許
保
持
者
ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
優
遇
）

●
賃
金　

日
額
６
、４
０
０
円

●
定
員　

８
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
・
中
学
校

●
時
間　

７
時
50
分
〜
16
時
20
分

（
月
〜
金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

募　

集

毎月第3日曜日は「家庭の日」です

202014.1



【
保
健
師
】

●
対
象　

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
11
万
７
、０
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　
（
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

【
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
】

●
対
象　

小
学
校
図
書
室
の
管
理
や
読
み

聞
か
せ
な
ど
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
そ

の
技
能
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
６
万
５
、０
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

市
内
の
小
学
校

●
時
間　

９
時
〜
15
時
、週
４
日
勤
務（
月

〜
金
曜
日
の
週
20
時
間
）
年
間
10
カ
月

【
女
性
総
合
相
談
員
】

●
対
象　

女
性
総
合
相
談
お
よ
び
男
女
共

同
参
画
行
政
に
興
味
の
あ
る
人
で
、
パ
ソ

コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
）
の
操
作
が

で
き
る
人

●
賃
金　

月
額
12
万
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

生
活
文
化
課

●
時
間　

９
時
〜
17
時
の
う
ち
１
日
６
時

間
（
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

【
ご
み
収
集
運
搬
作
業
】

●
対
象　

体
力
の
あ
る
人

●
賃
金　

日
額
６
、９
２
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

環
境
業
務
課
（
郡
元
町
）

●
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
月
〜
金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

【
一
般
事
務
・
学
校
事
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

①
月
額
９
万
７
、５
０
０
円（
一

般
事
務
）
〜
10
万
円
（
学
校
事
務
）

②
日
額
５
、８
８
０
円

●
定
員　

①
②
と
も
に
若
干
名

●
勤
務
地　

本
庁
、
各
総
合
支
所
管
内

●
時
間　

①
９
時
〜
16
時

（
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

②
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
月
〜
金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

【
一
般
事
務
な
ど
（
身
体
障
が
い
者
）】

●
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
て
、
自
力
で
通
勤
が
可
能
で
介
護

者
な
し
に
勤
務
が
で
き
る
人

●
賃
金　

月
額
９
万
７
、５
０
０
円
（
一

般
事
務
）
〜
10
万
円
（
学
校
事
務
）

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

本
庁
、
各
総
合
支
所
管
内

●
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
　
（
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
）

　

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
と
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
職
員
課
へ

持
参　

☎
23

－

２
１
１
９

市
場
の
駅

「
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
利
用
者

　

公
設
市
場
内
に
あ
る
「
市
場
の
駅
」
で

毎
月
第
４
日
曜
日
に
開
催
す
る
「
イ
ベ
ン

ト
広
場
」
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

第
４
日
曜
日　

９
時
〜
14
時

●
場
所　

市
場
の
駅

●
設
備　

全
天
候
型
施
設（
駐
車
場
付
き
）

　

公
設
市
場
管
理
事
務
所

　
　
　

☎
25

－

５
２
４
２

都
城
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関

し
て
、
被
保
険
者
の
立
場
か
ら
意
見
や
助

言
を
行
う
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

４
月
１
日
現
在
で
、
20
歳
以
上

73
歳
未
満
の
都
城
市
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
、
保
険
税
の
滞
納
が
な
く
、
市

議
会
議
員
で
な
い
人

●
定
員　

４
人

●
任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日
（
２
年
間
）

●
応
募
方
法　

公
募
委
員
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
２
月
14
日
㈮
ま
で
に
保

険
年
金
課
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
へ
持
参
。
郵
送
に
よ
る
応
募
も

可
。（
当
日
消
印
有
効
）
申
込
書
は
保
険

年
金
課
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
の
国
保
窓
口
に
あ
り
ま
す

●
選
考
方
法　

２
月
25
日
㈫
に
面
接
に
よ

り
行
い
ま
す

●
そ
の
他　

委
員
の
名
前
や
公
募
委
員
で

あ
る
こ
と
の
情
報
は
、
公
表
し
ま
す
。
協

議
会
は
、
年
に
数
回
開
催
し
ま
す

　

保
険
年
金
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）

　
　
　

☎
23

－

２
６
４
２

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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母
子
保
健
推
進
員

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
に
熱
意
や
関
心

の
あ
る
人
で
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
を
育
て

る
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
母
子
保
健
推
進

員
と
し
て
活
躍
し
た
い
人
を
募
集
し
ま

す
。
ま
た
、
適
任
者
に
つ
い
て
の
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
活
動　

毎
月
10
件
程
度
の
訪
問
活
動

• 

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
（
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
家
庭
を
訪
問
し
、
健
康
相

談
や
教
室
を
案
内
）

•
子
ど
も
の
健
康
診
査
の
受
診
勧
奨
訪
問

• 

子
ど
も
の
健
康
診
査
の
身
体
計
測
補
助

や
託
児
（
年
４
〜
５
回
ほ
ど
）

•
研
修
会
受
講
（
年
３
回
）

●
募
集
し
て
い
る
地
区　

市
内
全
域

※ 

特
に
祝
吉
・
中
郷
・
小
松
原
・
横
市
・

五
十
市
・
志
和
池
地
区

●
任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

施
設
見
学
会
（
史
跡
巡
り
編
）

●
日
時　

２
月
19
日
㈬

９
時
30
分
出
発　

15
時
45
分
帰
着
予
定

●
集
合
時
間
・
場
所　

９
時
15
分
・
都
城

運
動
公
園
野
球
場
駐
車
場
（
妻
ケ
丘
町
）

●
行
程　

文
化
財
課
（
菖
蒲
原
町
）
↓
正

応
寺
跡
（
安
久
町
）
↓
興こ
だ
ま玉
神
社
（
安
久

町
）
↓
龍り
ゅ
う
ほ
う峯
寺
跡
（
都
島
町
）
↓
都
城

歴
史
資
料
館
（
都
島
町
）
↓
川
の
駅
（
昼

食
）
↓
大お
お
し
ま
は
た
け
だ

島
畠
田
遺
跡
（
金
田
町
）
↓
志

和
池
１
号
墳（
下
水
流
町
）↓
薩
摩
迫（
山

田
町
）
↓
ト
ー
チ
カ
跡
（
横
市
町
）

●
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の
人
・
40
人

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
２
月
12
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
連
絡

●
費
用　

１
０
０
円（
１
日
傷
害
保
険
料
）

※
昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
持
参

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
参
加
す
る
人
の

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
２
月
６
日
㈭
（
必
着
）
で
秘
書

広
報
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）。
１
枚
の

は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
可
（
代
表
者
に

は
、
◎
印
）

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

市
営
住
宅（
空
家
）入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯

【
３
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
北
鷹
尾
（
１
戸
）、

内
堀
（
１
戸
）、
一
万
城
（
４
戸
）、
中
道

（
２
戸
）、
宮
丸
西
（
１
戸
）、
志
和
池
（
１

戸
）〔
山
之
口
〕
丸
岡
（
３
戸
）、
花
木
第

１
（
３
戸
）、
飯
起
（
２
戸
）〔
山
田
〕
谷

頭
五
班
第
２（
１
戸
）〔
高
崎
〕上
新
田（
１

戸
）、
高
崎
中
央
（
４
戸
）、
高
崎
新
田
駅

前
（
１
戸
）

【
３
Ｋ
】〔
本
庁
〕※
都
北（
３
戸
）

【
２
Ｋ
】〔
本
庁
〕※
都
原（
１
戸
）〔
山
之
口
〕

※
花
木
第
４
（
２
戸
）

●
60
歳
以
上
世
帯
（
単
身
入
居
可
）

【
２
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
内
堀
（
２
戸
）、

一
万
城
（
１
戸
）

【
１
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
蓑
原
（
１
戸
）

●
小
規
模
世
帯

【
２
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
一
万
城
（
２
戸
）

※
印
は
単
身
入
居
可
能
で
す
。
単
身
入
居

申
請
に
は
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
、身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、

生
活
保
護
受
給
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

入
所
者
な
ど
の
条
件
が
必
要
で
す

●
申
込
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
６
日
㈭

（
17
時
ま
で
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
そ
の
他　

随
時
申
し
込
み
可
能
な
団
地

（
先
着
順
）
も
あ
り
ま
す

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

　
　
　

各
総
合
支
所
建
設
課

ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
祝
吉

●
日
時　

２
月
16
日
㈰　

８
時
15
分
受
付

※
雨
天
時
は
23
日
㈰
に
延
期

●
集
合
場
所　

祝
吉
地
区
公
民
館

●
行
程　

沖
水
川
河
川
敷
約
６
㌔

●
参
加
料　

１
人　

１
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
帽
子

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　

２
月
５
日
㈬
ま
で
に
、
祝
吉
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
（
祝
吉
地
区

公
民
館
内
）　

☎
23

－

２
８
９
０

募　

集

催　

し

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
in
み
や
こ
の
じ
ょ
う（
無
料
）

　

世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
国
々
の
遊
び
体
験

や
音
楽
、
踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。
ま

た
、
国
際
交
流
団
体
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示

も
あ
り
ま
す
。

　

古
切
手
（
無
傷
の
も
の
）、
書
き
損
じ

は
が
き
が
あ
り
ま
し
た
ら
会
場
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子
供
の

援
助
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

2
月
1
日
㈯　

12
時
〜
17
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

都
城
国
際
交
流
協
会

　
　

☎
23

－

２
２
９
５

自
殺
予
防
講
演
会

さ
さ
え
あ
う　
こ
こ
ろ
と
い
の
ち

●
日
時　

２
月
２
日
㈰　

13
時
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

宮
崎
県
立
看
護
大
学
江
藤
敏
治

教
授
に
よ
る
講
演
「
気
づ
こ
う
心
と
体
の

サ
イ
ン
〜
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
で
心
地
よ
い
人

生
を
送
ろ
う
」
ほ
か

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

高
城
町
と
き
め
き
交
流
会

創
作
料
理
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
グ
ル
メ
婚
活

　

高
城
町
在
住
の
独
身
男
性
と
、
出
会
い

を
希
望
す
る
独
身
女
性
を
募
集
し
ま
す
。

女
性
は
高
城
町
在
住
に
限
ら
ず
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。申
込
方
法
な
ど
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

３
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

　
　
　
　

※
１
泊
３
食
付
き

●
場
所　

高
城
観
音
池
公
園

●
対
象
・
定
員　
〔
男
性
〕
高
城
町
内
在

住
の
20
〜
40
代
の
独
身　

20
人

〔
女
性
〕
20
歳
以
上
の
独
身　

20
人

●
申
込
期
間　

１
月
15
日
㈬
〜
２
月
７
日
㈮

●
参
加
費　

２
、０
０
０
円

　

同
実
行
委
員
会
（
高
城
総
合
支
所

地
域
振
興
課
内
）　

☎
58

－

２
３
１
１

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

　

コ
ー
ス
周
辺
で
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日　

２
月
２
日
㈰

●
通
過
予
定
時
間　

え
び
の
市
真ま
さ
き幸
地
区

体
育
館
前
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
↓
ロ
ー
ソ

ン
高
崎
大
牟
田
店
前
（
12
時
４
分
）
↓
志

和
池
小
学
校
前
（
12
時
34
分
）
↓
市
役
所

玄
関
前
（
13
時
６
分
ゴ
ー
ル
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
23

－

９
５
４
６

子育て支援センター行事予定

◆都城市子育て支援センター ☎ 22-1659

１/20 ㈪
10 時～　

いちごクラブ
「たこを作ってあそぼう」
 対象：２歳以上の親子

１/22 ㈬
10 時～

子育て広場「小物作り」
※要申し込み
場所：志和池地区公民館

１/29 ㈬
10 時～

子育て講座「歯の話・歯科健診・
ブラッシング指導」
※要申し込み

２/３㈪
10 時～

ふたごの会 ｢ふたご以上の親子・
妊婦さんの集いの場｣
対象：ふたご以上の親子・妊婦 

◆山之口子育て支援センター ☎ 57-3298

１/22 ㈬
13 時 30 分～

マタニティ教室「プチプチ」
「初産婦・経産婦さんとみんなで楽
しく話しましょう」

１/24 ㈮
10 時 30 分～

高齢者施設慰問 ｢ひばり苑｣
おじいちゃん、おばあちゃんと一
緒に遊びましょう

１/27 ㈪
10 時～

なかよし広場・すくすく教室
「１歳以上児対象・保健師さんによ
る身体測定」

１/28 ㈫
10 時～

出前保育「ぽっかぽか」
下富吉体育館で遊ぼう！

◆山田子育て支援センター ☎ 64-3171

１/28 ㈫
10 時～

親子でリラックス
※要申し込み　15 組　
「親子で楽しむヨガ」　

１/29 ㈬
10 時～

「親子で楽しむゲームとリズムあそ
び」
※要申し込み

１/29 ㈬
11 時 30 分～

誕生会
（12 月・１月生まれのお祝い）
「みんなでお誕生の成長をお祝いし
ましょう」

２/13 ㈭
10 時～ にこにこ教室「ひな人形作り」

※ ほかにもさまざまな行事があります。詳しくは、
各子育て支援センターに問い合わせください

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

23 Miyakonojo City Public Relations 2014.1



都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

「
き
て　

み
て　

さ
わ
っ
て
！　

ち
ょっ
と
な
つ
か
し
い
道
具
た
ち
」

　

懐
か
し
い
生
活
道
具
も
、
今
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
見
た
こ
と
も
な
け
れ
ば

使
い
方
も
分
か
ら
な
い
不
思
議
な
道
具
。

実
際
に
触
っ
た
り
、
動
か
し
た
り
し
て
、

暮
ら
し
の
変
化
や
そ
の
時
代
の
知
恵
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
間　

１
月
21
日
㈫
〜
４
月
13
日
㈰　

９
時
30
分
〜
17
時
（
た
だ
し
、
入
館
は
16

時
30
分
ま
で
）

※ 

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
火
曜
日
）
は
休
館

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
団
体
１
５
０
円
）

高
校
生
１
５
０
円
（
団
体
１
０
０
円
）

小
中
学
生
１
０
０
円
（
団
体
５
０
円
）

●
主
な
展
示
資
料　

蓄
音
機
、
機
械
式
計

算
機
、
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
棒
は
か

り
、
手
回
し
式
洗
濯
機
ほ
か

●
体
験
コ
ー
ナ
ー

①
音
が
出
る
か
な
「
蓄
音
機
」

②
計
算
し
て
み
よ
う
「
機
械
式
計
算
機
」

③
「
台
は
か
り
」
で
体
重
測
定

④
ま
わ
し
て
み
よ
う「
手
回
し
式
洗
濯
機
」

　

都
城
歴
史
資
料
館

　
　

☎
25

－

８
０
１
１

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
】

●
日
時　

２
月
６
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

オ
ハ
ナ
・
ス
イ
ー
ト

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
主
催

就
活・人
材
育
成
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

【
就
活
セ
ミ
ナ
ー
（
春
編
）】

　

求
職
者
を
対
象
に
し
た
、
面
接
対
策
と

書
類
選
考
対
策
の
講
座
。
客
室
乗
務
員
を

育
て
た
講
師
か
ら
第
一
印
象
ア
ッ
プ
の
ポ

イ
ン
ト
と
、
職
業
訓
練
講
師
か
ら
履
歴
書

の
書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
べ
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
・
定
員
・
締
め
切
り

２
／
６
㈭　

13
時
〜
17
時

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

10
人　

※
選
考
あ
り

締
め
切
り
：
１
／
23
㈭
必
着

【
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
＆
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
セ
ミ
ナ
ー
】

　

求
職
者
を
対
象
に
、
自
分
の
魅
力
を
引

き
出
し
て
く
れ
る
色
に
よ
る
印
象
ア
ッ
プ

術
と
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
ス
キ
ル
に
つ
い
て

学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
・
定
員
・
締
め
切
り

２
／
17
㈪
・
18
㈫　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

総
合
文
化
ホ
ー
ル
15
人　

※
選
考
あ
り　

締
め
切
り
：
１
／
31
㈮
必
着

【「
食
の
６
次
産
業
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
育
成
セ
ミ
ナ
ー
】

　

６
次
産
業
化
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者

と
、取
り
組
み
始
め
た
事
業
者
を
対
象
に
、

国
家
資
格
の
「
食
の
６
次
産
業
化
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
」
レ
ベ
ル
１
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
・
定
員
・
締
め
切
り

２
／
20
㈭
・
21
㈮　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

総
合
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か　

10
人　

※
選
考
あ
り

締
め
切
り
：
２
／
４
㈫
必
着

【
潜
在
看
護
師
職
場
復
帰
支
援
セ
ミ
ナ
ー
】

　

現
在
の
臨
床
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な

知
識
・
技
術
を
習
得
し
、
職
場
復
帰
に
対

す
る
不
安
の
軽
減
を
図
り
、
自
信
を
持
っ

て
職
場
復
帰
が
で
き
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時
・
場
所
・
定
員
・
締
め
切
り

２
／
18
㈫
・
19
㈬
・
25
㈫
・
26
㈬
・
28
㈮

13
時
〜
16
時　

市
郡
医
師
会
病
院　

15
人

※
選
考
あ
り　

締
め
切
り
：
２
／
４
㈫
必
着

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　
　

☎
23

－

２
４
１
２

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト

２
／
12
㈬　

10
時
〜
12
時　

20
人

５
０
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
１
㈯

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

２
／
15
㈯　

13
時
〜
15
時　

10
人

３
０
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
５
㈬

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

講
座 

・ 

教
室

催　

し

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

１
月
23
日
㈭　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

教
育
研
修
棟

●
内
容　

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て

●
定
員　

先
着
80
人　

※
申
し
込
み
不
要

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

２
／
12
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分

チ
ョ
コ
と
ゴ
マ
パ
ン
、
ト
マ
ト
＆
ピ
ス
タ
チ
オ
の
ブ
レ
ッ
ド

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

自
由
研
削
用
と
い
し
取
替
等
業
務

特
別
教
育
講
習

●
日
程　

２
月
15
日
㈯

●
場
所　

都
城
工
業
高
等
学
校

●
定
員　

80
人

●
受
講
料　

９
、０
０
０
円

※
免
除
者
は
７
、０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
１
、１
５
５
円
）

　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部　

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

ス
テ
ッ
プ
運
動
健
康
教
室

　

ラ
ク
ラ
ク
運
動
法
を
学
ん
で
、
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

２
月
19
日
㈬　

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い

●
定
員　

30
人

※ 

当
日
は
、
運
動
の
し
や
す
い
服
装
で
飲

み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

コ
ツ
コ
ツ
健
康
教
室

　

市
民
を
対
象
に
、
運
動
や
食
を
通
し
て

骨
を
強
く
す
る
コ
ツ
が
学
べ
る
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
13
日
㈭　

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

午
前
：
市
役
所
地
下
１
階

　
　
　
　

午
後
：
中
央
公
民
館

●
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

調
理
実
習
の
み
１
０
０
円

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

健
康
教
室

●
日
時　

１
月
23
日
㈭　

15
時
〜
16
時

●
場
所　

三
州
病
院

●
内
容　

緩
和
ケ
ア
時
の
放
射
線
治
療

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

　

三
州
病
院　

☎
22

－

０
２
３
０

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

２
／
６
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

２
／
７
㈮　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

志
和
池
地
区
公
民
館

２
／
20
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

２
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬

　
　
　
　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど

●
定
員　

６
人
程
度　

※
要
予
約

　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

－

３
2
4
0

相　

談

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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26

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室
（
無
料
）

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
内
容　

心
配
ご
と
（
面
談
・
電
話
）

【
無
料
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
６
㈭
総
合
福
祉
会
館
１
階

２
／
13
㈭
山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

２
／
20
㈭
総
合
福
祉
会
館
１
階

２
／
27
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

14
時
〜
17
時   

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

【
無
料
司
法
書
士
相
談
】

●
日
程
・
場
所

毎
週
水
曜
日
総
合
福
祉
会
館
１
階

２
／
26
㈬

高
城
老
人
福
祉
館

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
〜
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

　

社
会
福
祉
協
議
会
ウ
エ
ル
ネ
ス
・

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
25

－

８
３
４
９

一日
中
小
企
業
相
談
会

●
日
時　

２
月
12
日
㈬　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
２
階

●
内
容　

経
営
お
よ
び
融
資
の
相
談

　

商
業
観
光
課　

☎
23

－

２
９
８
３

人
権
相
談

●
日
程
・
場
所

２
／
４
㈫
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
７
㈮
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
城
総
合
支
所

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
10
㈪
山
之
口
総
合
支
所

●
時
間　

10
時
〜
15
時

【
法
務
局
人
権
相
談
】

●
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

●
場
所　

都
城
合
同
庁
舎
５
階

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－
０
４
９
０

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

２
／
４
㈫　

10
時
〜
12
時　

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
６
㈭　

９
時
〜
12
時　

中
央
公
民
館

２
／
６
㈭　

10
時
〜
12
時　

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

2
／
7
㈮　

10
時
〜
12
時　

高
城
総
合
支
所　

西
別
館
第
２
会
議
室

２
／
８
㈯　

10
時
〜
12
時

山
之
口
総
合
支
所
１
階
相
談
室

２
／
12
㈬　

10
時
〜
12
時　

五
十
市
地
区
公
民
館

２
／
20
㈭　

９
時
〜
12
時　

中
央
公
民
館

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

お
知
ら
せ

相　

談

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

栃
木
Ｓ
Ｃ
キ
ャ
ン
プ
情
報

　

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
春
季
キ
ャ

ン
プ
が
始
ま
り
ま
す
。
プ
ロ
の
プ
レ
ー

を
間
近
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
期
間　

２
月
１
日
㈯
〜
８
日
㈯

●
練
習
会
場　

高
城
運
動
公
園
多
目
的

広
場

　

商
業
観
光
課　

☎
23

－

２
６
１
５

都
城
地
域
春
の
就
職
説
明
会

　

求
職
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
を

対
象
に
、
地
元
企
業
や
誘
致
企
業
な
ど

が
参
加
す
る
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
日
時　

２
月
13
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　

☎
23

－

２
４
１
２

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
関
す
る
業
務
の
停
止

　

市
で
は
、
次
の
期
間
で
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
器
更
新
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
市
の
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
停
止
す
る
た

め
、
そ
れ
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
は

申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、作
業
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
、

期
間
が
短
く
な
る
場
合
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
期
間　

２
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮

●
停
止
す
る
事
務　

住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
関
す
る
業
務
、
公
的
個
人
認

証
に
関
す
る
業
務
、
広
域
交
付
住
民
票

発
行
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
転
入
・
転
出

　

市
民
課　

☎
23

－

２
１
２
８

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま

受
診
者
証
の
事
前
交
付
申
請

　

平
成
26
年
度
分
の
申
請
を
１
月
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
３
月
14
日
㈮
ま

で
に
申
請
し
た
人
に
は
、
３
月
下
旬
に

受
診
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

●
受
付
場
所　

保
険
年
金
課
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
都
城
市
北
諸
県
郡
は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
ま
師
会
加
入
の
各
施
術
所

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

毎月第3日曜日は「家庭の日」です

2014.1
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
１/26
㈰

仮屋医院（内・小） 36-0521
おおくぼクリニック（内） 26-1500
長倉医院（内） 52-2109
はまだクリニック（外・胃・肛門） 45-2266
飯田整形外科クリニック（整） 46-5115
中山産婦人科医院（産・婦） 23-8815
あやべ歯科クリニック 38-8668

２/ ２
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
戸嶋病院（内） 22-1437
佐々木医院（内） 62-1103
都北鮫島クリニック（胃・内・外） 38-6060
寺本整形外科医院（整） 22-1171
西元眼科医院（眼） 25-8888
さくら歯科・小児歯科 46-3428

２/ ９
㈰

城南病院（小・内） 26-3662
藤元総合病院（内） 25-1313
とくとめクリニック（内・循・消） 26-1820
メディカルシティ東部病院（外・整） 22-2240
いき形成外科ひふ科クリニック（形・皮） 45-0020
いそいち産婦人科医院（産・婦） 22-4585
ありしま歯科医院 37-3023

２/11
㈫

久保原田中医院（内・小） 22-7700
坂元医院（内・胃） 22-0360
大岐医院（内・胃・外） 57-2025
三州病院（外・胃・内） 22-0230
横山病院（泌・消） 22-2806
宮田眼科病院（眼） 22-1441
安楽歯科医院 24-1527

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認してください

◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
１/26 ㈰ そうごう志和池、そうごう三股仲町、

調剤日研

２/２㈰ 東町、かかりつけ支援センター、
ひむか都城、中原町

２/９㈰ さくら都城店、つくし、サクラ、
トロン年見

２/11 ㈫
ハートハンズ、かじや牟田町、
ひゅうが、そうごうたかお南、
くらはら、ひむか蔵原

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
と
18
歳
〜
39
歳
の
健
康
診
査

　

２
月
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
詳
し
く
は
、
１
月
31
日
㈮
に
公
民

館
を
通
じ
て
配
布
す
る
チ
ラ
シ
「
日
帰

り
人
間
ド
ッ
ク
と
健
康
診
査
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

３
月
10
日
㈪　

14
時
〜

●
場
所　

市
役
所
東
館
６
階
入
札
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

（
都
北
町
の
土
地
、
鷹
尾
五
丁
目
の
土

地
・
建
物
）

※ 

物
件
の
詳
細
は
、
納
税
課
ま
た
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

納
税
課　

☎
23

－

２
１
２
６

ご
み
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
の
定
期
点
検
整
備
の
た

め
、
搬
入
規
制
期
間
は
、
草
・
木
類
、

せ
ん
定
く
ず
、粗
大
ご
み
（
木
製
家
具
、

畳
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
）、
事
業
系
の

布
団
な
ど
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
草
・
木

類
、
せ
ん
定
く
ず
の
持
ち
出
し
も
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　

再
利
用
可
能
な
木
製
家
具
は
、
事

前
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
36

－

３
９
０
０
）
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
規
制
期
間

　

２
月
１
日
㈯
〜
25
日
㈫

※ 
解
除
日
の
２
月
26
日
㈬
は
渋
滞
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と
り
を
も

っ
て
搬
入
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

搬
入
規
制
期
間
以
外
で
も

搬
入
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
搬

入
す
る
と
き
は
、
必
ず
清
掃
工
場
へ
確

認
を
お
願
い
し
ま
す

　

清
掃
工
場　

☎
23

－

０
２
７
７

が
ん
患
者
家
族
交
流
会　

●
日
時　

１
月
28
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
内
容　

治
療
中
の
ス
キ
ン
ケ
ア

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域

医
療
連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
の
辞
退

　

次
の
内
容
で
、
医
療
機
関
の
辞
退
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
医
療
機
関
名
・
辞
退
項
目

　

庄
内
田
中
医
院
・
風
し
ん
（
任
意
）

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

林
業
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

今
年
、
県
内
で
は
、
林
業
作
業
中
の

事
故
で
９
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、
伐
採
作
業
中
の
か
か
り

木
の
処
理
方
法
を
誤
っ
た
た
め
に
発
生

し
た
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
安

全
対
策
を
再
確
認
し
、
禁
止
事
項
を
守

っ
て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

お
も
い
や
り
駐
車
場
協
力
施
設

　

県
で
は
、
病
院
、
店
舗
な
ど
で
妊
産

婦
や
高
齢
者
、
障
が
い
が
あ
る
人
の
た

め
の
優
先
駐
車
場
の
確
保
を
図
る
た

め
、
お
も
い
や
り
駐
車
場
の
設
置
に
協

力
で
き
る
事
業
所
な
ど
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
祉
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

Miyakonojo City Public Relations 2014.1



都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

◎問い合わせ

「
島し

ま
づ津

元も
と
ま
る丸

殿ど
の

差さ
し

越こ

さ
れ
候

そ
う
ろ
うに

付つ
き

布ふ
こ
く告

」

都城市立図書館　●休館日／１月20日・27日、２月３日・６日・10日・11日　　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※水曜日は20：00まで開館
高城図書館　　　●休館日／１月19日・21日・28日、２月４日・11日・12日 　●開館時間／９：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
１
月
18
日
㈯　

19
時
30
分
〜

※ 

夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
１
月
25
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
１
月
23
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
２
月
８
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

も
も
た
ろ
う

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

読売新聞運動部（著）中央公論新社（出版）

90年以上の歴史を誇り、感動のドラマ
を数多く生み出してきた箱根駅伝。
ランナーの逸話や数々のエピソードなど
とともに、その歴史を振り返るファン必
読の書。

漆原智良（編著）新藤かおる（画）
国土社（出版）
いじめや命の尊さなどをテーマに、悩
み事や事件、事故などを分かりやすく
童話化。子どもたちの問題を解決す
るためのアドバイスもあります。

上中別府チエ（著）主婦の友社（出版）

定時制高校へ通い、野球部に所属す
る日本一アクティブな「女子高生おば
あちゃん」。定時制高校のヤンチャな生
徒たちや、熱血教師と過ごす心温まる
青春物語。

キャロル・ボストン・ウェザーフォード（作）
エリック・ベラスケス（絵）渋谷弘子（訳）汐文社（発行）

不屈の闘志と強い意志で、一流の探
検家になったマシュー・ヘンソン。北極
点到達の快挙を成し遂げるまでの感
動の物語。

「箱根駅伝」

「ぼくたちの勇気」

「83歳の女子高生球児」

「北極点をめざした黒人探検家
　マシュー ・ ヘンソン」

こ

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

※ 

戦
国
時
代
の
軍
師
・
黒
田
官

兵
衛
に
関
す
る
本
を
集
め
た

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す

　

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
の
版は

ん
せ
き籍
奉ほ

う
か
ん還
に
伴
い
、

私
領
を
返
上
し
た
都
城
島
津
家
領
主
島
津
久ひ

さ
ひ
ろ寛

（
幼
名　

元
丸
）
は
、
都
城
を
離
れ
鹿
児
島
に
居

を
置
き
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
、
鹿
児
島
藩
士
三み

し
ま島

通み
ち
つ
ね庸
が
地
頭
と
し
て
都
城
に
赴
き
ま
す
が
、
都
城

の
人
々
は
、通
庸
宅
の
門も

ん

標ぴ
ょ
うを

斬
り
つ
け
る
な
ど
、

激
し
い
抵
抗
を
み
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
家
臣
か

ら
久
寛
の
地
頭
就
任
を
要
望
す
る
嘆
願
書
も
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
人
々
の
思
い
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

都
城
を
離
れ
た
久
寛
は
、「
都
城
島
津
家
日
誌

巻
１
」
の
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
４
月
９
日
の

条
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
の
後
、
都
城
を

再
び
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
都
城
県
の
役

人
は
、
都
城
島
津
家
へ
の
恩
義
を
忘
れ
て
い
な

い
こ
と
に
加
え
て
、
都
城
の

人
々
に
対
し
、
久
寛
が
都
城

に
来
る
と
き
に
は
通
り
を
掃

除
す
る
な
ど
気
を
配
り
、
出

迎
え
る
と
き
に
は
旧
来
の
よ

う
に
会
釈
す
る
こ
と
な
ど
、

丁
寧
な
対
応
を
求
め
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

一般 一般

児
童

児
童

１月18日～２月15日
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愛の階段
王新（オウシン）さん（中国） 　Vol.３

広報Vol.97

　実際にあったラブストーリーを紹介しま
す。都城市の友好交流都市の重慶市江津区
には、中山（ゾォンシャン）という古い町
があります。1950 年代、中山に住んでい
た劉（リュウ）さん（男・20 歳）と徐（シュ）
さんは恋に落ちました。しかし、除さんは
10 歳年上で、しかも未亡人であったこと
から世間の目は厳しく、結婚は認められな
い時代でした。
　しかし、劉さんは結婚することを決意。
人が住んでいない山奥に住むことにしまし
た。そこには道が無く、徐さんが時々転ん
だり、けがをしたりしたことに劉さんは心
を痛め、自分の手で道を造ることにしまし
た。一生を懸けて努力した結果、6,000 段
にも及ぶ石階段の道が出来上がりました。
　2007 年に劉さん、2012 年に徐さんが逝
去。半世紀にもわたるラブストーリーは終
幕を迎えました。今でも、そのラブストー
リーを永遠に物語る 6,000
段の石階段は残り、「愛の
階段」と呼ばれ、有名な観
光地となっています。
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

① 地域の頼れる存在。新しい〇〇委員・児童
委員が決まりました。

②世代を超えた〇が地域を守る！
　あなたも消防団活動に参加してみませんか

③平成26年がスタート。
　あなたの今年の目標は？（自由回答）

●
私
に
は
１
歳
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
と
泣
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
と
き

は
、
一
度
、
深
呼
吸
を
し
て
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
愛
情
と
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。（

志
比
田
町　

Ｉ
・
Ｓ
さ
ん
）

●
晴
れ
た
日
に
気
持
ち
よ
く
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
と
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
煙
と
臭
い
が
…
。
ま
さ
か
「
自
分

だ
け
な
ら
」
と
思
っ
て
い
る
人
、
い
な
い
で
す
よ
ね
。

（
高
木
町　

ぴ
い
す
け
く
ん
）

●
懐
か
し
い
年
見
川
遺
跡
の
記
事
。
当
時
５
年
生
だ
っ
た

私
は
、
先
生
の
引
率
で
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

（
早
水
町　

Ａ
・
Ｙ
さ
ん
）

●
人
の
風
景
で
紹
介
さ
れ
た
遠
武
弘
蔵
さ
ん
。
菓
子
づ
く

り
に
取
り
組
む
真し
ん
し摯

な
姿
勢
と
情
熱
を
、
と
て
も
素
晴

ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
も
て
な
し
の

心
を
大
切
に
お
菓
子
作
り
に
励
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

（
三
股
町　

バ
タ
ー
ト
ー
ス
ト
さ
ん
）

●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
楽
し
み
の
一
つ
。
現
在
、
初
心

者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
楽
し
く
通
っ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
正
月
の
寄
せ
植
え
教
室
に
申
し
込
ん
で
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

（
高
木
町　

は
な
子
大
好
き
さ
ん
）
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フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 Vol.97 2014年１月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や１月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 １月31日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙３月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎11月号クイズの結果【応募総数43通】

　★正解／①みどり　②ロック　③スクール
◎11月号当選者　鮫島　開三さん（高城町大井手）

【地場産品詰め合わせ 4,000円相当】
商品提供事業者
高崎町農産加工センター
（高崎町大牟田）
☎62ｰ5016
地元の母ちゃん手作り
の北斗みそや、加工品
の数々。いずれの商品
も好評です。ぜひ、ご
賞味ください。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎常設展「美意識過剰」　３月２日㈰まで

◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展
　「きて みて さわって ！　ちょっとなつかしい道具たち」
　１月21日㈫～４月13日㈰

◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「藩から県へ  近代都城の出発」　
　２月16日㈰まで

◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
        ㊎、㊏、㊗の前日は19:00 ～ 22:00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎本星と月の撮影会　２月11日㈫　20：00～22：00
※カメラ持参、携帯電話でも可
◎木星の観望会　毎週金・土曜日　20：00～22：00

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※１月21日～２月15日の日程



スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

平成25年12月1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,861 世帯 （     8） （   351）
人口総数 167,339 人 （ ｰ 13） （ ｰ 706）
男 78,345 人 （ ｰ 7 ） （ ｰ 415）

女 88,994 人 （ ｰ 6 ） （ ｰ 291）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口都城市現住人口

４尺５寸の丸棒を手に持ち、打ち合わせたり、地面を突
いたりして、激しく踊る下水流棒踊。12 月１日に総合
文化ホールで開催された都城民俗芸能祭で、志和池小の
子どもたちが披露しました。このイベントでは、地域で
連綿と受け継がれてきた伝
統芸能「山之口麓文弥節人
形浄瑠璃」「高坂棒踊り（高
崎町大牟田）」「藤

つ

田
だ

先踊
（安久町）」なども披露され、
会場からは、大きな拍手が
送られていました。

迫力ある棒の舞「下
しもづるぼうおどり

水流棒踊」

インフォメーション

今月の表紙

●日時　２月12日㈬
　　　　開演19:00（開場18:30）
●料金　全席指定　一般2,000円　高校生以下1,000円
※ 宝くじの助成による特別料金。未就学児の入場不可

春風亭昇太、柳家花緑、林家
たい平らによる豪華寄席。
大笑いして暖かい春を迎えましょ
う。よいお席はお早めに！

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

宝くじ文化公演

●日時　２月11日㈫ 14時開演
●出演　旭堂南左衛門　旭堂南青　旭堂南舟
●料金　前売　一般2,000円　大学生以下1,500円
　　　　  　　　ペアチケット3,000円　

時は関ヶ原の戦いの直前、都城で起こっ
た「庄内の乱」を題材に、まるで「見
てきたかのように」講談師が語ります。

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

【講釈会】

　都城・伊集院の興亡

昇太・花緑・たい平 三人会

テレビ番組

ラジオ番組
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介

昨 年は、８月２日に公式フェイスブックを開
設して以降、より細かにまちの話題を提

供しようと、広報担当者みんなでさまざまなイ
ベントや場所に出向きました。その中でも特に
印象に残っているのは、御池の近くにある小池
の取材。うっそうとした林の中を抜け、落ち葉
が積もり滑りやすくなった崖沿いの小道を一人
で進むとようやく目の前に小池が。ほっとした
のもつかの間、蜂に追われ、汗をぬぐいながら
駆け足で帰るという、ちょっとした冒険になり
ました。（知）

◆編集後記

駆
ま

イベントカレンダー
（1月21日～2月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

２
月

 1 日㈯　12:00～17：00
ワールドフェスタ in みやこのじょう
【ウエルネス交流プラザ】
問　都城国際交流協会　☎23-2295

 2 日㈰　10:00
ぼんち対抗うた合戦【総合文化ホール】
問　生涯学習課　☎23-9545

 ９ 日㈰　9:00～12：00
ぼんち市【東中町通り歩行者天国】
問　都城商工会議所　☎23-0001

 1 日㈯～ ８ 日㈯　栃木SCキャンプ
12日㈬～19日㈬　FC東京キャンプ
【高城運動公園多目的広場】
問　商業観光課　☎23-2615

環霧島エリア

１
月

19日㈰　８：30～11：30
軽トラ市（たかはるよりどり交流市）【高原町商店街】
問　同運営協議会　☎0984-42-1839

２
月

 １ 日㈯・２日㈰　９：00～
京町二日市　【京町温泉駅前通り】
問　えびの市商工会　☎0984-35-1544

えびの市

高原町

高坂棒踊り
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